
昭和26年9月4日第三種郵便物認可平成15年1月10日発行（毎月1回10日発行）通巻730号 ISSNO388-8606

業本誌は再生紙を

使用しています

蕊
堀

望

、，

識｜
屯

垂

毒

超藤

瀧

霧
鰯
『

％
⑥

一

卿

鰯のごあしlさつ

く掌旦宰〉国有林力､ら假謝を物ﾙﾆｿ
"o.7302003

激日本林業技術協会



U=hil＜戸十ヨ
ハ
ズ
デ
イ
な
鮨
溌
騨
訂
と

小
型
セ
オ
ド
ラ
イ
ト
の
．
亥
ビ
で

‘6

1,8009の小型セオドライト
《TED=100》

テオ・石O0
一般の経緯儀の大きさ･重量を約半分

に軽減した1分読ｾｵドﾗｲﾄです。

山林､農地､建築土木測量に最適。

●本体寸法:124(W)×130(D)×198(H)mm

●本体重量:1,8kg

●望遠鏡：倍率20倍､全長130mm

●分度：1分
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反”仮式高粉歴レーザトータ〃"ステーションブﾘズ:ﾑ反射板不要ノンブリズムトータルステーシヨン

NTS－SOOLTS－BOO
●距離測定:1m～300m以上●距離精度:±(3mm+3ppm×距離）●距離測定:～300m以上●距離精度:±10cm

●角度精度:1分(水平角､鉛直角）●計算機能:水平距離､高低差●角度精度:1分(水平角､鉛直角）●計算機能:水平距離､高低差

お持ちのテオー100に､レーザ距離計の装着･調整も承ります。

EL.03(3758)1111FAXO3(3756)1045

PE-mail:info@ushikata･CO.jp/
千鳥

”■■

〒146･0083東京都大田区千鳥242-7T

http://wwwnushikata･co.j

52-7

‘ 方 商
（
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言月目 E-mail

NTS画300/LTS･300とも

現場から《データ記録/転送》

●データ記録(距離､角度､現地メモ）

●座標表示

●測定データをPCへ転送して
CSV､DXF､S1MA形式に変換

●測定データを離れたPC等へ
携帯電話で転送
●特注ｿﾌﾄの制作も承ります

300mで±10cmの糖度300mで±3mmの糒度
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新年のごあいさつ

社団法人日本林業技術協会

理事長弘中義夫

謹んで新春のお慶びを申し上げます。会員の皆様はご健勝で新年を迎えられたことと

存じます。国内外ともに多難な課題を抱えたままの越年となり，本年も厳しい一年とな

ることが予想されます。

森林･林業関係者にとっては長年の懸案でありました地球温暖化防止対策が，環境省

と共同で開催された｢地球環境保全と森林に関する懇談会｣の報告等を踏まえ，平成15

年度の政府予算案において具体的な措置が識ぜられることになったことは喜ばしいこ

とです。これらの対策としては，当然のこととして，健全な森林の整備，保安林等の適

切な管理保全による森林の二酸化炭素吸収機能の維持･向上を図ることが最大の課題で

ありますが，これを支えるためには，吸収機能の高い森林を整備する森林施業技術，吸

収鐙の把握･検証，エコマテリアルとしての木材利用の推進等，さらには，適切な森林

経営と木材利用を担保するための森林認証制度,木材のラベリング制度を整備すること

も重要な課題です。

森林認証制度については，すでに森林所有者，森林組合,地方自治体等によってFSC

の森林認証が取得されつつありますが,新たに棚日本林業協会が日本型の森林認証制度

を発足させようとしています。今後この日本型の森林認証制度を普及･定着していくこ

とが当面の重要な課題でありますが,将来の国際化の道も併せて検討を進めておく必要

があると考えます。

技術や技術者の国際化ということに関しては，一つには，大学における技術者教育に

関するJABEEの認定が着々と進められています。森林関連分野においても，本年はぜ

ひ本審査を実施できるように関係者のご努力を期待しています。また，技術士制度につ

いてはAPECの技術者資格を取得する技術土が増加していますが，現在のAPECの技

術部門には農業，林業，水産等の自然系の部門が設定されていません。今後，地球温暖

化防止，不法伐採対策等のために林業技術者が国際的に活躍するためにも，諸外国の林

業技術者と連携して,APECの技術部門に森林･林業分野を加えることが必要であると

考えます。

R本林業技術協会としては，新たな森林･林業技術の研究開発とこれを担う技術者の

養成・活用を通じて，これらの新たな施策の推進に貢献してまいりたいと考えていま

す。会員の皆様方の積極的な参画とご指導，ご協力をお願い申し上げて新年のごあいさ

つといたします。

②－林業技術No.7302003.1



第3回世界水フォーラムr水と森林分科会｣参加のお願い

｢水と森林委員会」事務局（日本林業技術協会内）

【水と森林分科会は3月18日12時より京都国際会館ルームAで開催】

第3回世界水フォーラムは,平成15年3月16～23日に開催されます｡フォーラムでは水に関連する各

種の課題を31のテーマに分類し，広く議論していくことになっています。

森林･林業分野では，このテーマのうち「水と自然・環境」(Water,Nature,andEnvironment)の中

の1つの分科会として｢水と森林分科会｣を設け，水±保全にとって森林がいかに重要であるかをアピー

ルしていきます。

「水と森林分科会」は，3月18日（火）12時～17時に京都国際会館ルームA(約500人収容）におい

て開催されます｡分科会の前半では,わが国における森林の持つ水土保全機能についての実証事例などの

研究成果,海外における水と森林との関係についての研究成果などが発表され,森林機能の科学的証明や

その重要性について議論します｡後半では,前半の議論を踏まえて,持続可能な森林保全管理,国際河川

等における上下流の問題,先進国と発展途上国の利害関係や相互協力のあり方,および森林整備のための

わが国が果たす役割等について議論されます。

なお，昨年11月20～22日に滋賀県草津市・守山市で開催された国際森林専門家会議で宣言された内

容(本誌2月号掲載予定)等も踏まえて議論されることになります。この分科会の結果は，3月2223日

に世界の水問題の解決について議論される閣僚級会議に上げられ検討されることになっています。ぜひ

とも森林･林業関係者の方々の参加をお願いします。

【登録料の大幅割引券発行中】

水フォーラムの参加につきましては,すべての方が登録料を払って参加願うことになっておりますが，

水と森林分科会のように参加者が多数に及ぶ場合には，関係者に限って特別団体割引制度が適用される

ことになっています。この制度によって発行された登録券は，1日当たり一般4,000円（通常は8､000

円)，学生2,400円(通常4,800円）と大ll1畠割引になっており，当日，会場受付でこの登録券を提示して

いただくとその場で参加登録されることになります。

事務局ではこの制度を適用して参加者を募っており,森林･林業関係機関に対しましては先般ご案内の

ように参加人数の提示をお願いしております｡また,各機関に属しておられない関係者の皆様においては

事務局に直接申し込みをしていただき，割引登録券の発行を受けていただきます。

●問い合わせ，参加申し込み先事務局：

担当

｢水と森林委員会」事務局（日本林業技術協会内）

白井，金森，志賀

"03-3261-6091,FAXO3-3261-3044

E-mail:akiras@jafta・or.jp

林業技術No.7302003.1-③



④国有林から（保護林を中心に）

国有林の保護林について
－保護林制度の歴史と概要

かなやのりみち

林野庁経営企画課森林施業調整官金谷範導

はじめに

国有林野は，’1本の森林の約3割を占めており，そ
せきりょう

の大半は奥地脊梁山脈地帯を中心に分布しています。

これらの中には，原生的な天然林や希少な野生動植物

の生息・生育する森林等，貴重な自然環境を有する森

林も多く含まれています。

国有林では，大正4年に山林局長通達に基づく「保

護林制度」を発足させて以来，これらの貴重な森林の

保護・保全に取り組んでおり,貴重な動植物の保護,風

致の維持，学術研究等に重要な役割を果たしています。

ここでは，わが国の自然環境の保全上重要な役割を

果たしてきたr保護林制度」について，これまでの大

まかな歴史と制度の概要について紹介します。

「保護林制度」の発足（大正4年～）

国有林の｢保談林制度」は，「史跡名勝天然記念物保

存法」や「瞳I立公園法」に先立つことそれぞれ4年前，

16年前にあたる大正4年6月9日付け山林局長通達

｢保護林設定に関する件｣により，国有林独自の内部的

かつ自発的な森林の保護制度として発足し，わが国の

自然保談に先駆的な役割を果たしてきました。

この通達により，特に保護を図ることとした森林は，

①原生林又ハ之二準スヘキ林相ヲ有スル森林若ハ其

ノ他ノ箇所ニシテ学術又ハ森林施業上ノ考証トシテ必

要ナルモノ（学術参考保護林）

②汽車汽船其ノ他主要ナル道路又ハ地点ヨリ望見シ

得ル林分ニシテ著名ナル勝景地ノ風致ヲ保持助長スル

カ期必要ナルモノ（風致保護林）

③名所旧跡ノ風致ヲ保持助長スルカ為必要ナルモノ

(風致保謹林）

④公衆ノ享楽地又ハ将来公衆ノ享楽地トナルヘキ見

込充分ナル箇所ノ風致ヲ保持助長スルカ為必要ナルモ

ノ（風致保護林）
かL‘しや

⑤旧記伝説二依ル名木及未夕人口二臓炎セザルモ其

ノ形態，大サ樹齢又ハ樹種等二於テ名木二準スヘキモ

ノニシテ風致又ハ学術ノ考証上必要ナルモノ

⑥尚山植物ノ生育セル区域ニシテ学術ノ研究上必要

ナルモノ

④－林業技術No.7302003.1

⑦学術研究又ハ其ノ他ノ、的二依り保謹ヲ要スル烏

鰍ノ蒋殖_上必要ナルモノ

⑧医薬又ハエ業用ノ特種ノ植物及学術又ハ経済上必

要ナル土石ノ保存若ハ淡水生物蕊殖上必要ナルモノ

の8種類に分類され，大正5年に鹸初の保護林として，

上高地一帯の10,907ha(上高地学術参考保謹林)が設

定されて以来，現在の中部山岳国立公園で白馬連峰学

術保護林（大正11年)，高瀬川学術参考保護林（大正

14年),立山連峰学術参考保護林(昭和5年),槍穂高

笠岳学術参考保護林（昭和5年）等が設定されるなど，

保護林の設定が徐々に進みました。

また,昭和22年の林政統一によって，北海道国有林

および御料林が農林省所管国有林に編入されると，そ

れらについても保護林の設定が進められました。

その後は，自然公園法，文化財係謹法等による他の

法令による地域の指定の進展を踏まえ，保誰林の一部

解除による設定面積の減少が見られた時期もあったも

のの,昭和60年代までには,総面積で15万haを超え

る森林が保護林に設定されました。

このように，「保調氷制度一は80年を超える歴史を

持つもので,わが国の国立公園が昭和9～11年にかけ

て誕生した当時，保護林が自然景観上の核心部分とな

るなど，わが国の自然環境の保全上，重要な役割を果

たしてきたものです。

森林に対する国民の要請の変化

森林に対する国民の要請は，戦後の木材需要が急激

に増大した当時は，木材供給を求めるものがrI!心でし

た。しかしながら，昭和30～40年代にかけての高度経

済成長を経て，森林が有する国土の保全，水資源のか

ん養，自然環境の保全等の公益的機能に関心が向けら

れるようになり，公益的機能の維持増進が求められる

ようになりました。

このような変化の中で,昭和50年代後半には特に天

然林の伐採問題を中心に自然保護に対する国民の関心

が高まり，知床横断道路周辺や白神III地等における国

有林伐採問題が発生するなど，原生的な天然林等に対

する保護の要請と林業の経済的要請との間に生じた意

見の対立が，国民の強い関心を集めました。



▼表保護林の区分と設定状況 し
図
森
林
生
態
系
保
護
地
域
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配
置

大倒『山旭別川棚流部
種類 慨 要 箇所数｜面糧

1森林生態系保護地
域

原生的な天然林を保存することにより，森林生態系
からなる自然環境の維持，動植物の保護，遺伝資源
の保存，森林施業管理技術の発展学術研究等に
資する。

¥ha

32026

2森林生物遺伝資源

保存林
森林と一体となって自然生態系を構成する生物の遺

伝資源を森林生態系内に保存し将来の利用可能性に
資する。

12 36

I上73林木遣伝資源保存
林

主要林業樹種及び稀少樹種等に係る林木遺伝資源を
森林生態系内に保存し，将来の利用可能性に資する。

329 o
u

4植物群落保護林 我が国又は地域の自然を代表するものとして保護を

必要とする植物群落及び歴史的，学術的価値等を有

する個体の維持を図り，併せて森林施業・管理技術
の発晨学術研究等に資する。

356 138 L

、

5特定動物生息地保

護林

特定の動物の繁殖地，生息地等の保護を図り，併せ

て学術研究等に資する。
32 16

6特定地理等保護林 我が国における特異な地形，地質等の保護を図り
併せて学術研究等に資する。

34 30
臆

7郷土の森 地域における象徴としての意義を有する等により，

森林の現状の維持について地元市町村の強い要請の
ある森林を保護し，併せて地域の振興に資する。

32 2

'

林野庁業務資料｜合計’8211552
平成14年4月1日現在。計の不一致は四捨五入による。

資料
注

れぞれの保護林について，設定の目的に沿った取り扱

い方針を定め，適切な保全・管理を行っています。

具体的には，例えばr森林生態系保謹地域」の保存

地区（コアエリア）については森林に人手を加えず，

原則として自然の椎移に委ねるなど，森林生態系の厳

正な維持を図る一方で，保全利用地区（バッファーゾ

ーン）については，森林の教育的利用や森林レクリエ

ーションの場としての活用を行うこととしたり,｢植物

群落保護林」について自然観察教育のための軽微な施

設の整備を認めるなど，保謹林の趣旨を踏まえた適切

な保全を基本としつつ，保謹林の活用にも配慮した方

針を定め，国民の多様な要請に応えています。

おわりに

国有林では，撒重な森林を保誕林に設定し，設定の

H的に応じた保誰・管理を行うとともに，標識の設糧

やパンフレットの作成等の保護林の普及，入林者等の

影響により植生に変化が生じている保護林の植生回復

措置，貴重な野生動植物の生息・生育環境の維持・整

備等の事業を行っています。

また，平成12年度からは,保謹林同士を連結したネ

ットワークの形成を通じて，野生動植物の移動経路を

確保し，生息・生育地の拡大や個体群の交流を促進す

ることにより，種の保全や遺伝的な多様性の確保等を

図る「緑の回廊」の設定も進めています。

国有林では，「保設林制度」の秋極的な活用ととも

に，これらの取り組み等を通じて，引き続き，原生的

な森林や多様な森林生態系の保存，撒璽な動植物の生

育・生息環境として重要な森林の保誰，多様な逝伝資

源の保存等，優れた国有林野の適切な保談・管理等に

努めていく考えです。

「保護林制度」の再編･拡充（平成元年）

国有林では，このような状況を踏まえ，多様化する
こた

国民の要請に応えるため，昭和62年10月に「林業と

F1然保護に関する検討委員会」を発足させ，森林の保

護・管理のあり方について検討を依頼し，検討会報告

において，①目的に合った森林の取り扱いを行うため

の地帯区分の手法の必要性，②原生的な天然林の早急

な保護の必要性，③原生的な森林をコアエリアとし，

その外側を緩衝の役割を果たすバッファーゾーンが取

り囲む「森林生態系保護地域」の考え方の導入等が提

言されました。

現行のr保護林制度」は，これらの提言等を踏まえ，

平成元年度に再編・拡充が行われたものであり，わが

国の森林帯を代表する原生的な森林の保全を目的とし

たr森林生態系保護地域」が新設されるなど，対象と

する森林は新たに七つの種類に区分されることとなり

ました（表参照)。

保護林の設定状況と適切な保全･管理

平成元年の再編・拡充後も保護林の設定が進められ，

平成14年4月1日現在では,全国で821箇所,55万ha

に及ぶ森林が保護林に設定されています（表参照)。

なかでも，保護林の中核をなす「森林生態系保護地

域」は，わが国の森林を，森林帯区分，気候区分，原

生的な天然林の賦存状況，野生生物の遺伝的な変異の

動向等を総合的に調整した17の区分ごとに,面積的ま

とまり等を考慮して地域の選定が行われたもので，森

林生態系の代表地域をほぼ網羅する形で設定されてい

ます（図参照)。

また，これら保護林の保全・管理にあたっては，そ

林業技術No.7302003.1-③



⑭国有林から（保護林を中心に）

礼文島西海岸植物群落保護林
ながひさあかね

北海道森林管理局旭川分局宗谷森林管理署礼文森林事務所森林宮長久安佳音

「花の浮島」礼文島

礼文島は北海道北部に位置し，宗谷岬の西方約

70kmに浮かぶわが国最北の有人島です。南北に

細長い形をしており，面積81km2,その8割が国

有林です。別名「花の浮島」とも呼ばれ，海抜0

m地帯から高山植物が咲くという比類ない特徴

を持つこの島は，多くの観光客を魅了してやみま

せん。1974年には，隣の利尻島,R本海沿岸のサ

ロベツ原野とともに，利尻礼文サロベツ国立公園

に指定されました。これからご紹介する西海岸一

帯は，海岸線から断崖絶壁が立ち_|ﾆがり，車道も

通わない自然が主役の世界です（写真①)。

礼文島西海岸植物群落保護林

礼文島に生育する植物はおよそ400種。なかに

はレブンアツモリソウなどの固有種もあり，学術

的にも大変貴重な植物群落を擁しています。高山

植物の群落は主に島の西側に分布しており，国有

林ではこの一帯を｢礼文鳥西海岸植物群落保謹林」

(面積1,428ha)に指定してその保謹を図ってい

ます。当初，この保護林は「礼文島桃岩付近一帯

の野生植物群落保護林」の名称で，現在の1割弱

の広さでした。その後，保護の必要性の高まりを

粟
レブンアツモリソウ群

且一・〃正一哩一"同一ユ

￥過翻騎干洛曄遜『が

生地

文森鉢生物
源保存林

礼
資
・
伝

笏笏
〃〃

礼文島西海岸植物
群落保護林
礼文島西海岸植物
群落保護林
目海岸植物
保護林

拡拡大部分大部分

既設部分既設部分

▲図礼文島における保護林の拡大

受けて，平成13年度に指定区域を拡大し，名称も

改め現在に至っています（図参照)。

礼文島の保護林には，このほかにも「レブンア

ツモリソウ群生地植物群落保護林」(10ha),「利

尻.礼文森林生物遺伝資源保存林」(954ha)";あ

り，保護林の合計面積は島の総面積の3割にのぼ

ります。

オーバーユース,盗掘による植物群落の衰退

丑

五

h
ヱっ

&醒剰豆 礼文島への観光客数は年間28万人,その7割は

▲写真①西海岸の断崖絶壁

⑥－林業技術No.7802003.1
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▲写真③みんなで守ろう高山植物

そこで当署では，森林官によるパトロールのほ

か委託契約による巡視員2名を配置し，利用の多

い地域を中心にパトロールを実施しています。ま

た，拡幅した遊歩道周辺の植生回復を図るため，

平成10年度から13年度まで,｢保護林保全緊急対

策事業」によって，遊歩道沿いに総延長2kmの

侵入防止柵を作設しました。同事業によって，高

山植物保護の啓発看板も設置しています。そのほ

か，ボランティアの協力を得て，パI､ロールや簡

易な遊歩道柵の設置，維持補修を行っています。

関係行政機関，ボランティアとの連携

植物群落保護の取り組みは国有林単独で完結す

るものではなく，地元自治体をはじめ関係行政機

関やボランティアとの連携が重要です。近年，礼

文島ではこの方面の進展が顕著で，盗掘防止フォ

ーラムやパトロール，遊歩道柵の整備，各種会議

などが共同で行われています(写真③)。当署では

他機関の活動にも積極的に参加協力し，一体とな

って効果的な保護活動を行えるよう努めています。

特に礼文島で特徴的なのは，活発なボランティア

の方々の存在です。当署の保護活動においても15

名の国有林パトロール員を中心に，大きな役割を

果たしていただいています。

このような外部機関との連携は，限られた人員

で広大な面積の管理を担う国有林の現場にとって，

重要性を増してきています。今後も各方面の方々

と協力し，この美しい島をそのままに後世に引き

継げるよう，取り組みを続けていきたいと思いま

す。

▲写真②遊歩道を散策する人々

6～8月の花の時期に集中しています。交通の便

の発達や離島ブームによって観光客数は年々増加

しており，これに伴い国有林への入り込み者も増

えてきました。遊歩道の中で最もアクセスのよい

路線の利用者数は，ピーク時には1日に2,000人

を超えます。森林管理局でも，森林倶楽部の開催

などを通じて礼文島の自然の魅力を紹介し，開か

れた国有林を目指したPR活動を展開しています

(写真②)。

多くの方々に親しまれている礼文島国有林です

が，一方ではオーバーユースによる植生の破壊が

深刻です。また，希少植物種の中には，過去に売

買目的の盗掘を再三経験したものもあります。入
みやげ

山者が道端の植物を持ち帰る「お土産盗掘」も後

を絶ちません。こうしたことから，植物群落の保

護と同時に，保護と利用のバランスを取ることが

課題となっています。

森林管理署の取り組み

当署で実施している保誰活動は，盗掘防止や遊

歩道外への立入り防止が中心です。プロの業者に

よる盗掘に対する警戒はもちろんのこと，お土産

盗掘や歩道を外れてお花畑を踏み荒らす心ない利

用者への対策を実施しています。「自分だけなら，

少しならいいだろう」という意識で行われるこう

した行為は，各人のマナーの問題だけに即効性の

ある対策はありません。パトロールや現場での呼

びかけなどの地道な啓発活動が重要です。

林業技術No.7302003.1-⑦



魚国有林から（保護林を中心に）

シマフクロウ特定動物生息地保護林
たつのまさのぷ

北海道森林管理局帯広分局指導計画第三課森林施業調整官立野政信

▲シマフクロウ

管内の保護林とシマフクロウ

保護林は学術の研究，貴重な動植物の保護，風

致の維持等を目的として設定されています。その

中でも北海道森林管理局帯広分局の「特定動物生

息地保謹林」のシマフクロウの保護について報告

します。「特定動物生息地保護林｣は，特定の動物

の繁殖地，生息地等の保護を図り，併せて学術研

究等に資するため設定されています。

北海道森林管理局帯広分局では，絶滅のおそれ

のある野生動植物の種の保存に関する法律で国内

希少野生動植物種に指定されているタンチョウ，

シマフクロウについて，保護林を設定しています。

特にシマフクロウの保護に関しては，特定動物

生息地保謹林として6箇所約4,800haを設定し

⑬－林業技術No.7302003.1

ています。残念ながらその場所の位置については，

ここで書くことはできません。なぜなら，日本全

国(北海道にしかいません）で110～130羽と推定

されており，場所を教えるとカメラマン等が押し

寄せ，心ない行動により，シマフクロウの存在そ

のものに影響を与えるからです。

シマフクロウは，主食として川魚を捕り，大径

木等が存在する広葉樹林および針広混交林に生息

しています。また，2月ごろ交尾をして，3月ごろ

産卵，4～5月に巣内で子育て，6月ごろ巣立ちを

します。

これらのことを踏まえて，北海道森林管理局帯

広分局では,「シマフクロウ生息地保護林の設定及

び森林施業の基本方針」を定め，その中で，保謹

林設定の基準は，シマフクロウがほぼ毎年産卵．
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▲立入り制限の柵

おうせい。●・

抱卵が確認されている繁殖活性旺盛なつがいが，

確実に営巣している区域およびその周辺区域とし

ています。

管理の実際

施業管理として，保護林全体として，営巣木お

よび営巣候補木は伐採しません。また人工林につ

いては，間伐を適切に実施し，林分の健全化に努

めるとともに，下層植生の生育を促し，将来は広

葉樹を主体とする天然林へ誘導します。また，必

要に応じ，シマフクロウの移動空間の確保のため

の密度調整を行います。繁殖期間（繁殖・営巣期

の1～6月）は，原則として施業を実施しません。

営巣木の周辺は，繁殖期間内の入林自粛要請策を

講じることとしています。

保護林内における森林施業の実施については，

シマフクロウ営巣地にカメラマン，観察者の出入
きぐ

りがあると繁殖の障害が危'倶されることから，シ

マフクロウの保護・増殖に詳しい人を自然保護管

理員に任命し，保護林内で鳴き交わしが何回あっ

たか，どの辺りに生息しているか，採餌の痕跡は

ないか，殺傷または損傷はないか，入林者が障害

を与えていないかなどについて，巡視しています。

巡視だけでは目が届かず人の出入りが多い民有地

に接する保護林については，特に立入り制限をす

る柵と看板を作設しています。

保護だけでは絶滅してしまう危険があるので，

増殖のための施策も行っています。例えばその一

例として，天然の樹洞に近いような形の巣箱を広

▲巣箱

葉樹の上に設置しています。シマフクロウは自分

で巣をつくることができず，天然の樹洞か人工の

巣箱に巣をつくるからです。

増殖のためには，巣のほかに餌も重要です。そ

こで，北海道森林管理局帯広分局では，保護林の

近くに冬期においても水面が凍結しない冷泉がわ

き出ている箇所があるので，そこにテンやキツネ

などの外敵に襲われない池をつくり，餌としてテ

ラピアやコイを放した餌場を作設して経過を観察

しています。この餌場には，ペリット（シマフク

ロウが，消化できないものを口から吐き出したも
ふん

の）および糞が確認されています。

さらに生活環境の整備として，シマフクロウは

林内では特殊な飛び方をするので，空間を広く与

えるため2伐4残などの間伐を行う一方，シマフ

クロウは車との事故が非常に多いので，道路付近

においては空間を|刑けず，道路に出ないようにす

る施業の有効性の研究も行っています。

＊＊＊

今後とも，保謹林の施業についてご理解，ご協

力をお願いいたします。
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⑭国有林から（保護林を中心に）

天然秋田杉保護林の過去･現在･未来
一仁鮒水沢スギ植物群落保護林おうしゅうやただのり

東北森林管理局米代西部森林管理署次長奥湯屋忠法

はじめに

森林の持つ多様な機能を大事にする観点等を考

慮し，現在局では，天然秋田杉のまとまった販売

を平成19年度で終了すると業界に公表しており

ます｡公表伐採数量は,平成15～19年度末までに

25千rn3となっています。しかし,業界からは天然

秋田杉のブランドがなくなることに危機感が強く，

伐採延長に向けた蓄積把握の要請があり，平成12

年度から13年度にかけて調査を行っていますが，

業界要望に基づいた天然秋田杉の蓄積調査結果は

まだ公表されていません。近々公表予定ですが，

業界ともども，伐採量が増えることを願っている

しだいです。

古くから天然秋田杉を伐採してきましたが，旧

秋田局は昭和40年代にあってもなお20万rn3台

の伐採を行っていました。今は残念ながら1万

nl3を大幅に割り込んでいる状況にあります。しか

し，秋田県から天然秋田杉がなくなったわけでは

なく，保護林を含む森林力:数多くあります。天然

秋田杉の保護林は大館市から矢島町にかけてあり，

このような保護林の一つとして「仁鮒水沢スギ植

物群落保護林」があります。当署は，旧藤里・二

ツ井・合川の一部・五城目・能代署が統合されて

おり，いずれの旧署管内にも天然秋田杉を見るこ

とができます。また，保護林等も管内に8箇所を

擁しています。

仁鮒・水沢地域の略史

「仁鮒水沢スギ植物群落保護林」の概況説明に

入る前に，保護林のある仁鮒・水沢地域の略史か

ら説明します。大正7年に仁鮒の森林について調

査を行った記録が残っていますが，当時の状況は

次のとおりです。

①面積：約5,845ha,②蓄積：約2,316千In39
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③林齢：120～130年から200年生内外の過熱な

林分，④地位と特色：大館市の長木沢国有林9千

町歩の純林と仁鮒5千町歩の森林は，秋田杉の双

壁であると記載されています。

また，「鉄路三十有余キロ，丸太生産鐙四万立方

以上にして，地元響村村民の殆どは国有林の恩恵

により,年間10万円内外の労銀を得て生活の源と

し，事業の盛衰は地元の消長に亜大である」と記

載され，当時は地元経済に完全密着した国有林で

あったようです。

もっと昔にさかのぼれば，この一帯は秋田藩の

経営する御直山に属しており，藩直職経営で伐採

が制限されてきました。そのことが結果として豊

かな森林形成に役立ったものと考えられます。こ

の地域は明治時代中期より国有林の直営で伐採が

始まり,明治30年から能代で始まった機械製材に

よる生産効率の向上,昭和20年代中ごろからの張

天板の生産開始などによって，天然秋田杉の名声

は不動のものとなりました。しかし，産業の伸展

と同時に伐採量もピークを迎え，資源量は減少傾

向となって現在に至っています。

木材の搬出は，明治40年代に軌道が,大正2年

には森林鉄道を建設，蒸気機関車は大正5年，ガ

ソリン機関車は昭和5年に導入され，最盛期には

仁鮒事業所だけで14台も保有し,これらを利用し

て木材は仁鮒まで運材され，筏によって能代まで

流送されました。しかし，昭和27年ごろから山元

からのトラック輸送へと替わり，時代の流れとと

もに筏流しは昭和39年，森林鉄道は昭和44年に

廃止され，運材はすべてトラック輸送に切り替わ

りました。なお，森林鉄道跡は，そのほとんどが

現在の県道や林道になっています。

保護林の概況

では次に，現在の「仁鮒水沢スギ植物群落保護
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もらう年齢に近づきつつあることを考えると，間

伐をしたいな，と思ってしまいます。r仁鮒水沢ス

ギ植物群落保護林」は視察を行う人が多く，案内

を要請されたときは営業会社でない限り，弁舌さ

わやかに案内を行っています。最近では遠く岡山

県神奈川県小田原市，北海道木古内町等から案

内を要請されました。この暮れ最後の案内は，12

月8日の岩手県岩泉町の方々となっています。能

代・山本地区の山は今後r雪」に埋もれ，春まで

｢仁鮒水沢スギ植物群落保護林｣とはお別れとなり

ます。

林」の概況について説明します。

仁鮒・水沢の杉林は現存する「天然秋田杉の代

表的な林分｣として貴重であるとして，昭和22年

に「学術参考保護林」に指定，平成元年に改称さ

れ「植物群落保謹林」として今日に至っています。

禁伐の森林として長くありましたが，平成3年の

台風19号被害により845本を伐採しています。

また，その後の調査（平成5年）結果では，次

のとおりです。

①位置：秋田県山本郡二ツ井IIII田代田代沢国

有林4林班と小班，②標高：160～250m,③面

積:18.46ha,④天然秋田杉本数・蓄積:2,812

本,20,645m3．林内には広葉樹が若干あるもの

の，ほとんど天然秋田杉の純林となっています。

積雪は1mほどあります。

成林している天然秋田杉の胸高直径は半数が

72cm以上であり，最大164cmとなっています。

また，樹高は大半が50mを超え，最大は58mで

｢日本一背の高いスギ｣として｢森の巨人たち百選」

に選定されています。なお，林齢は平成3年の台

風被害木を調査した結果,180～300年にわたりま

したが，ほぼ一定の齢階に集中しており，平均林

齢は250年と推察されています。

なお，樹高58mの杉発見のいきさつは次のと

おりです。局の幹部が交代すると，ほとんどの場

合見学に来ます。平成8年に局長が見学に来たと

き，当時の署管理者へ「この保護林のなかでいち

ばん樹高の高い杉はどれか」と訪ねたそうですが

答えることができず，そこで調査をした結果，樹

高が判明したと聞いています。

林内は「木道」が整備され，遊歩道からr目」

で眺める森林になっており，年間を通じ手を入れ

ることはありません。ただ，個人的には退職金を

おわりに

先に述べたように，天然秋田杉のまとまった販

売は平成19年で終了の予定ですが，その後は,高

齢級の秋田杉が販売されることとなっており，当

署でも100年にならんとする秋田杉が大堕に残っ

ているので，造作材を生産する業界への供給にも

心配はないものと考えています。今後，天然秋田

杉は伐採されることなく秋田の山に林立し，生き

た教材として，昔を語る巨人として，今まで以上

に貴重な杉林として残っていくものと考えており，

私たち現職も，絶やさない努力が必要であると思

っています。

最後になりましたが，杉を見るならぜひ，秋田

に来てください。「杉｣しかありませんが，米代川

流域は昔と同じくll1のてつぺんまでr秋田杉」で

いっぱいです。お待ちしています。

平成14年12月9日，天然秋田杉の収穫可能量公表。
数量は30千m3。平成19年度以降の延長期間および
年度の収穫量は，14年度末までに検討・公表。
また，今後10年間で，100年生以上の秋田杉を年平
均76千m3供給することも公表。

林業技術No.7302003.1-⑪



魚国有林から（保護林を中心に）

八幡平植物群落保護林
ささきはちや

東北森林管理局吉森分局指導普及課技術開発主任官佐々 木八弥

▲八幡沼周辺撞望

はじめに

青森分局は，青森，岩手，宮城の3県内の国有

林約91万haを管理しています。管内の保護林

は，平成元年4月の「保護林の再編・拡充」に基

づき，7種類に再編され，現在，森林生態系保護

地域5箇所，森林生物遺伝資源保存林1箇所，林

木遺伝資源保存林28箇所，植物群落保護林29箇

所，特定動物生息地保護林2箇所，特定地理等保

護林1箇所，郷土の森2箇所が設定されています。

保謹林総面積は77,200haで分局管内面積の約8

％を占め，目的に応じた適切な保護管理が行われ

ています。

今回は，このうち,保誰林の一部が国立公園に

指定され，保護と観光の両面を併せ持つ「八幡平

植物群落保護林」を紹介します。

概要

『八幡平植物群落保護林」は，八幡平地域に生

育する多様な植物群を一体のものとして保存する

⑫一林業技術No.7302003.1

’ とともに，奥羽山脈縦断自然樹林帯を

構成する核として，森林生態系の効果

的な保全を目的に,平成11年に設定さ

れました。当保護林の一部は，十和田

八幡平国立公園にも指定されています。
せきりょう

奥羽山脈の脊梁をなす八幡平

(1,614m)を中心とした山岳地帯に位

置し，岩手県安代町，松尾村にまたが

り，稜線を境に秋田県に接しています

(図参照)。区域面積は6,366haで,岩

手北部森林管理署と礁岡森林管理署が

管轄しています。

当地域は那須火山帯に属し，新期火

山活動によって出現したもので，アス

ピーテ型の，なだらかな地形に代表さ

れ，特に八幡平山頂付近は平坦な台地状となって

います。近くには八幡沼，ガマ沼等の火口湖が澄
たた

んだ水を湛えています。

八'騰平頂上の東方には，源太森，安比岳，茶臼

岳，恵比須森等を配し，秋田県境を稜線伝いに南

へは，瀞岳,諸檜岳，嶮岨森,大深岳等標高1,500

m前後の山々が連なり，雄大な景観を呈していま

す。保謹林内凹地には多くの池沼や湿原を形成し

ており，当保護林の特徴ともいえます。

植物群落の組成等

八幡平周辺の植物群落は，山地帯はブナに代表

され，群落の組成は「ブナーチシマザサ型」が主

体をなしています。ブナは600m付近から出現

し,9()0m付近で最も優占した群落となっていま

す。下層にはヒメアオキ，ヒメモチ，ハイイヌガ

ヤ等の常緑低木が生育し，日本海型多雪地帯の特

徴を呈しています。

700m付近からはダケカンバが現れます。アオ

モリトドマツは1,000m付近から現れ，「ブナー
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▲八幡平植物群落保護林の区域

’生息する動物にも留意し，

原則として人手を加えず

に自然の推移に委ねた場

合の観察・記録を行い，

学術研究等に資すること

としています。

保謹林内には歩道が整

チシマザサ型｣から｢アオモリトドマツーブナーチ

シマザサ型」へと移行し，しだいに「アオモリト

ドマツーチシマザサーヤマソテツ型」や「アオモ

リトドマツーコメツガーチシマザサ型」が出現し，

八|幡平頂上付近まで優占した群落が見られます。

ハイマツは1,400m付近から出現し，風当たり

の強い尾根筋等に群落が見られます。

また，保談林内に散在する高層湿原には，水辺

に「モウセンゴケーミカヅキグサ型」や「ミツガ

シワ型｣，中間湿原等には「ヌマガヤ型」を主体と

する群落が見られます。

先述のように池沼や湿原が多く，湿地性の高山

植物が多く見られるのも当保護林の特徴の一・つで

あり，特に八幡平束斜面に多く発達する雪田草原

には，イワイチョウ,モミジカラマツ,イワカガミ，

ハクサンチドリ，ショウジョウバカマ,ヒナザクラ，

ネバリノギラン，ミツバオウレン，トウケブキ，

ハクサンボウフウ，ウメバチソウ，イブキゼリ等

が小群落を構成し，見事なお花畑となっています。

八I幡平地域の植物数は1,000種にも及ぶといわ

れ，当保護林内には南限種のエゾツツジ，サマニ

ヨモギ，北限種のヒメウスノキ，タカネアオヤギ

ソウが分布しているほか，キヌガサソウ，イワツ

ツジ，イトホシクサ，ヒメミズニラ，ヤチラン，

アラシグサ等の希少な種も見られます。

保護および管理

附され，特に湿原（国立公園内）内には貴重な種

を踏み付け等から守るため木道が設置され，過去

の踏み付け等により裸地化した箇所等には回復措

置も識じられています。また，森林管理署等によ

る森林パトロールも計画的に行われ，十分な保謹

管理が行われています。

おわりに

当保護林内には，自然観察や散策のための既設

コースが幾コースもあります。景観も素晴らしく，

高山植物等も多種にわたっていることから，県内

外から年間27万人もの登山者や植物愛好者の入

山があり，にぎわっています。

森林の持つそれぞれの機能や，森林のあるべき

本当の姿を理解し,「自然を楽しみながら自然を守

る｣,皆でルールを守り大切な自然を守っていきた

いものだと思います。

《参考文献〉

岩手県植物誌，岩手植物の会
日本の重要な植物群落，環境庁

当保護林は，植物群落のみならず，繁殖または

林業技術No.7302003.1-⑬



⑭国有林から（保護林を中心に）

雨生池アマゴイノレリトンボ
牛寺定動物生息地保護林

かのまこと

関東森林管理局計画課課長狩野誠

位置および面積

当該保護林は，新潟県南蒲原郡下田村に存在し，

管轄森林管理箸は中越森林管理署です。林小班名

は，411林班と小班およびロ小班(池沼)です。面

積は，と小班9.38ha,ロ小班3.37ha,合計12.75

haです（写真①)。

設定目的および設定年月日

設定目的は，雨生池（マゴイガイケ）を中心と

するブナ，ミズナラ主体の天然生林を保全し，ア

マゴイルリトンボ生息地の保謹を図ることです｡

設定は，昭和54年4月lFIですが,設定時の名

称は「雨生池風致保護林」であり，その後，保護

林に関する林野庁長官通達の改正により，現在の

名称となりました。

雨生池は，下田村旧吉ヶ平集落から3kmほど

登った山あいにある，森林に囲まれた池です（写

▲写真①保護林とその周辺の状況

⑭－林業技術No.7302003.1

真②)。吉ヶ平集落は，昭和46年に集団移転し，

800年にわたる歴史を閉じましたが,その間雨生

池は，生活用水，農業用水として利用され，かつ，

保存されてきました。現在は，毎年8月に開催

される「しただふるさと祭り」の中で行われる，

雨生池にまつわる大蛇伝説を元にした「雨生（ま

どい）の大蛇祭」の「ご神水」として供されてお

り，地元住民とのかかわりはなお深いものがあり

ます。

アマゴイルリトンボ(Pﾉα血'"ze""s“‐

吻噌りα"α)は,モノサシ1､ンボ科グンバイトンボ属

のl､ンボで，1955年に命名記戦されました(Asa-

hinaS.(1955)AnewPlatycnemididDamselfly

fl･omJapan.AKITU,4(4):101～104.)。分布

は，日本特産種で，山形県，新潟県，福島県のみ

で記録されており，産地はきわめて局地的です。
おす

アマゴイルリ1､ンボの雄は，成熟すると地色が
るりいろ めす

美しい瑠璃色になり，一方，雌は黄緑ないし褐色

みを帯びた緑色となりま

撮影：細日本林業技術協会

す(写真③)。幼虫(ヤゴ）

は，体長10～12mmで

色は褐色ないし黒褐色を

しています。幼虫の生息

地は，樹林に囲まれた山
ていすい

間の挺水植物が繁茂し，

水面にヒツジグサ，ジュ

ンサイ，ヒルムシロ，ヒ

シなどの浮葉植物が生育

する比較的大きくて深い

池沼です。

保護林の概要

(1)地形等

当該保護林は，守門岳

の北方，番屋山北西斜面



▲写真②雨生池のたたずまい

の，標高540～680mに位置する窪地地形上に所

在します。地質および土壌は，守門火山の噴出物

である安山岩を基岩とし，褐色森林土(BD(d))が

主となっています。地すべり地形が周辺に多く見

られ，雨生池も，番屋山斜面の地すべりにより沢
せ

が堰き止められて形成されたと考えられています。

水文は，番屋山から北西へ延びる二つの稜線に

囲まれ，雨生池を源流とする雨生沢が北流してい

ます。また，周辺では，雨生池の西側を守門川が

北西へ流れ，その左岸側に地すべりによって形成

された大池があります。また，右岸側には，人為

的に掘られた丸つぶれ池があります。

(2)植生

保護林の植生は天然林で，落葉広葉樹林からな

っています。保謹林の周辺には，スギ人工林が一

部にあります。

植生は，ブナーユキツバキ亜群集が広く占め，

天然林の典型的な植生です。このほか，サワグル

ミ群落，ヤマモミジ群落，テツカエデ群落，ヤチ

ダモ群落，ミズナラ群落が見られ，沢部には，ケ

アブラチャン低木群落，淵部にはヨシ群落が見ら

れます。池部は，水深の浅い所が少ないことから，

水生および湿生植物は貧弱となっています。

旧集落時代からの保全，集落移転以後の保護林

の設定により，当該地域が保護されてきた結果，

日本海側の多雪地域の植生がよく保存されている

とともに，巨樹・古木も多く見られます。最近，

問題となっている帰化植物も，アメリカセンダン

グサが見られるのみです。

’

蛭

ー~､…~~‐蕊
L曲

▲写真③雨生池のアマゴイルリトンボ(早）

(3)動物社会

雨生池の水生昆虫のうちトンボ類は，12種が文

献記戦され，アマゴイルリトンボを含む7種が定

着発生していると推測されています。雨生池周辺

のブナ林内，雨生池の水源地渓流にも学術上重要

な種が確認されています。

保護林周辺地域を含めて，地域の動物社会が，

生物地理学上の貴重種を含む多様な種によって構

成されています。

保護管理について

保談林設定以降20年が経過していますが,本保

護林の存在は，ほとんど認知されていません。特

定動物生息地保護林は，対象とする動物種が，過

剰な入込みや過剰な採集により，生息環境を悪化

させてしまう可能性があり，認知を広げることと

保護対策が，表裏一体のものとして進められる必

要があります。

こうしたことから，関東森林管理局指導普及課

では，保護林の植生調査，アマゴイルリトンボの

生息状況，生息環境調査等を行い，保護管理手法

を検討することとし,平成13年度から調査を行っ

ています。

調査の成果を得た後には，保護林保全対策等に

より，対応を検討することとなるでしょう。

＊＊＊

本保誕林の紹介は以上ですが，本文および写真

は，この調査報告書から多くを引用していること

を，簸後に記しておきたいと思います。
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⑭国有林から（保護林を中心に）

小笠原国有林および南島の保全管理対策
のぐち

関東森林管理局東京分局計画第二部鑑定管理官野口
》
一
旱

貴重な動植物は，古くは入植者による開墾や先

の戦争等によって生息域が森われ，最近では観光

客の入込みや人々が持ち込んだアカギ，ヤギ等と
ひん

いった外来生物によって侵され，絶滅の危機に瀕

している種も少なくなく，国有林の対策に期待す

る声が高まっていました。

そのような中で当分局では，平成13年度以降，

関係機関と連携しつつ，表①のようなさまざまな

条件整備や事業に取り組んでいます。

はじめに

小笠原諸島は，東京から南に約1千km離れた

太平洋上にあって，一度も大陸と陸続きになった

ことがないことから，生物が独自の進化を遂げ，

世界でもここでしか見られない動植物が多く存在
しの

し，固有植物種の割合ではガラパゴス諸島を凌ぐﾞ

ともいわれており，「東洋のガラパゴス」とも呼ば

れています。

全島の約63％にあたる国有林は,I*1然潔境の中

核となっており，とりわけ約1千haに及ぶ保謹

林は，貴璽な動植物や生態系等の保存等に重要な

役割を果たしています。

ここでは，小笠原国有林全体と南島における保

全・脅理の取り組みについて紹介します。

固有種絶滅の危機に対応した

本格的な取り組みを開始

小笠原国有林の保護林と

南島特定地理等保護林の現状

小笠原国有林には，表②のような保護林を設定

しています。これらのうち南島の特定地理等保護

林は，表①に掲げた検討委員会においてコンセン

サスを得て,平成14年度に全島28haを指定した

誕生間もない保護林です。

▼表①小笠原国有林での主要な取り組み

学識経験者，関係行政機関，試験研究機関から

なる「検討委員会」を設置し，今後の方向性や

方策を検討し，報告書を取りまとめた。また，

分局に小笠原担当を配置するとともに，関係行

政機関に呼びかけ『小笠原国有林連絡会議」を

発足させ，連絡調整を開始した。

絶滅危倶動植物の保護を図るため，自然保護管

理員による保護林の巡視，固有植物の種子採

取・育苗・植付け等を内容とする事業を継続実

施している。アカガシラカラスバトに関しては，

生息状況や生息環境の実態調査を実施するとと

もに，生育環境整備事業に着手した。

○アカギの駆除や固有樹種の植栽作業について，

全国公募や地元住民のボランティアによって取

り組むとともに，本格的なアカギ駆除事業に着

手した。

○世界でも数例しかないといわれる特殊な地形を

持つ南島を「特定地理等保護林」に設定し，入

込み者の踏圧等によって失われた植生を回復す

る事業等に着手した。

○希少樹種の遺伝資源について，林木育種センタ

ーと共同で保存林整備に着手した。

▼表②小笠原国有林の保護林

保護林の区分

森林生態系保護地域

目的

湿性高木天然林の生態系の保護

箇所数
一

1

面積(ha)
－

503

摘要

田島石門

父島5，田島6，東島1，
向島1

植物群落保護林

特定地理等保護林

貴重な植物群落の保護

世界にも数例しかない沈水脾リーネ
等の特異な地形等の保護

13 411

1 28 南罵全嶌

計 15 942

⑯－林業技術No.7302003.1
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▲世界でもあまり例がないといわれる沈水ドリーネ等のカ

ルスト地形が美しい南島（分局では本年度，南島全島を
「特定地理等保護林」に指定した）

南島の取り組みと今後の方向

(1)現状と問題点：南島は父島の南西わずか1

kmにあって，沈水ドリーネなどといった世界で

も数例しかない特異な地形のほか，絶滅した陸産

貝類の化行が数多く埋まる砂丘にはアオウミガメ

が産卵にやって来るなど，貴重な自然を数多く残

す美しい島で，特定地理等保護林をはじめ，国立

公園特別保護地区や鳥獣保護区特別地区に指定さ

れています。鳥の植生は，戦後放されたヤギによ

って壊滅的な打撃を受け，返還(昭和43年)直後

にヤギを退治してからは，草本から徐々に植生が

戻っていました。ところがその後の観光客の増加

に伴い，狭い区域|ﾉﾘへ一時期に多くの観光客が入

り込み，踏み荒らし等によって再び土砂流出や外

来種の侵入等の荒廃が顕在化し，拡大していまし

た。

平成12年10月の東京都知事の来島を契機とし

て，村による立入り制限等の自主ルールが決めら

れ，東京都による植生回復工事，村やボランティ

アによる外来種の除去作業等が開始されましたが，

さらに早急な手当てが必要な状況にありました。

(2)南島の植生回復について：分局においては東

京都や村と連携を図りつつ,平成14年5月末に荒

廃地等の実態調査，地形測量，実施設計等を内容

とする調査を発注し，さまざまな有識者や関係機

関等との調整を経てそれらの調査を8月に完成さ

せ，さらに都や村民，俗I然保護団体等との調整を

経て，11月下旬にようやく植生|叫復工事の一部を

発注し，年度内の完成を目指しています。

これらの設計にあたっては，①自然復元力を最

大限に生かし，人為を簸小限にとどめること，②

▲入込み者によって踏み固められ，植生が消失した箇所
（このような箇所が植生回復工事の対象となる）

資材等の持ち込みは極力避け，島外から持ち込む
しやふつ

場合は，外来種の侵入を防ぐための煮沸等の処置

をすること，③二次製品は使わないこと等の条件

を課し，その結果，土砂が移動している箇所につ

いては，現地のｲ1を利用した簡単な石積土留を施

し，この烏に自生するコウライシバを，環境バラ

ンスを壊さないように採取して移植する工法を主

体とすることとしました。

また，実施にあたっては，比較的植生の回復が

遅い，人の踏圧や歩行，ヤギの食害を起源とする

荒廃地について，この数年のうちに回復が期待で

きないと思われる核心部分に絞って行うこととし，

雨灘が少なく風が強い現地を考慮して，空中湿度

を最大限に生かす砂漠への植生導入の手法等も参

考とすることにしました。

(3)今後の方向：今後の南島の保全管理にあたっ

ては,国有林がリーダーシップを取りながら関係

者の連携強化を図り，なるべく多くの観光客に利

用させたいとする村や村民の意向や，ボランティ

アによる保全活動の活発化，人の立入りを禁止し

て自然の推移を見守りたいとする研究者等との調

整をいかにI叉Iっていくかが重要であると考えます。

具体的には，①島全体の植生や動植物の生息状

況等の経過観察を行い，植生回復等に必要な最小

限の工事を都や村･と協調して実施していくこと，

②この‘烏を対象に東京都が村と計画しているガイ

ド事業について，ルールやそのチェック体制等の

システムを確立させ，実効性を高めること，③散

莱路の|背|定化等に向け，学識経験者や関係者等と

論議を深め具体化することなどについて，早急に

取り組んでいく必婆があると考えています。
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⑭国有林から（保護林舂中心に）
しま力討れやま

八ヶ岳縞枯山植物群落保護林
－編枯れ現象についててらさわしげお

中部森林管理局計画第一課森林施業調整宮寺澤茂雄

はじめに

当保護林は，一帯で帯状立枯現象を示している

シラベ群落を保護する目的で，昭和43年に｢縞枯

山学術参考保護林」として設定され，その後，平

成5年の保護林再編により「八ヶ岳縞枯lll柚物群

落保謹林」(46.85ha)として設定しています。

今Im,その概要等を報告します。

保護林の概況

当保謹林は，長野県の中部に位置する八ヶ岳lll

地北部の縞枯山(2,398m)を中心とする地域であ

り，林況としてはシラベ，アオモリトドマツ等を

主体とする樹齢約35～120年生の天然林となって

います。

現地への交通手段としては，茅野市からメルヘ

ン街道（国道299号）を経由し，麦'訓Ifより徒歩

による方法と，横岳ピラタスロープウェイにより

坪庭に至り，そこから徒歩による方法などがあり

ます。

設定'二|的である縞枯現象は，縞枯山一帯の稜線

の南ないし南西の斜面で主に見られ，その状態は，

横綱状に林木が整然と立枯れる帯状立枯れの状態

を呈し，さらに，この帯は年々上部（稜線方向）

へ移行（周期的に移動しているように見える）し

ています。

保護林の林況等

(1)林況

調査区域の林況は，シラベ，アオモリトドマツ

の純林に近い林分であり，また，林fIIとしては，
ずそ

裾から|嘘にかけて，①下層に幼木が生育し，上I脅

木がｲ『ili楓状態の縞枯帯，②下屑に稚樹が生育し，

上腕木が生立木と枯損木からなる混交淵（枯損部

と生立部との接線でもある)，③過密生立成木帯

⑱－林業技術No.7302003.1

▲写真縞枯山（茶臼山頂上より望む）

(混交帯に近い部分の下層に稚樹の発生がある)，

④最も成長の良い幼木帯，の四つに大別でき，こ

れらの層が柵から峰へと順次繰り返している林分

です。

(2)縞枯現象の概要

縞枯現象の成因および移行周期等を調査の目的

として,昭和29年から縞枯箇所に調査試験地を設

定し，それ以降，継続調査を行っています。

調査区域の設定方法としては，①縞枯山の裾よ

り峰にliW10m,かつ，縞枯帯に直角になるように

調査区域を設定するとともに，調査区域を斜距離

で10mごとに区画(1区画:100m2)し,53区、

を設定(標高差は134m),②各区画ごとに樹高と

胸商直径等を毎木調査，樹高1.2m未満のものは

本数調査とするとともに，疎密度の高い箇所は標

準地調査としています。

(3)縞の位置･移行（図参照）

縞枯帯（縞枯帯と混交帯との接線）の位置は，

昭和29年の調査から昭和62年までの33年間で

平均100m,稜線方向へ移行しています。

綿枯柵の年平均移行速度は,昭和29年調査では

更新の周期llimは145m(縞枯帯から混交帯の下隅

の稚樹発生簡所までの平均1幅）であり，成木帯の
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最高樹齢約90年で除して,年

平均移行速腱1．6m/年(145

m÷90年)程度と推定されて

いましたが，実|礫は昭和

29～62年までの33年間にお

ける縞枯帯問の平均移行距離

は100mであり，年平均移行

速度は約3.0m/年(100m-F

33年）となっています。これ

は，昭和29年調査の1．6m/

年(推定)に対し，1．8倍以上

の速さで移行したことになり

ます。

さらに，縞枯帯が一段上の

縞枯帯に移行するには，昭和

29年調査による縞枯帯問の

平均移行距離104mを，年平

均16m/年の速度で移行し

たとすれば，約65年(104

m÷1.6m/年）を要すると推

定されていましたが，実際の句
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▲図平面的に見た縞枯帯の比較

定されていましたが，実際の年平均移行速度3．0

m/年から計算すると，移行期間は約35年間(104

m÷3.0m/年）となり,30年間短縮したことにな

ります。

縞枯現象の成因

最初どのような形で林分の閉鎖状態が崩れたか

については，いろいろな説がありますが，現況の

鋸状の構造では，段切れ部分の風をまともに受け

る密生状態のシラベ等は，抵抗性が弱く風~ド（稜

線方向）に倒木し，漸次縞枯帯が稜線方向に移行

しています。これらの状況や今までの調査により，

縞枯現象は風，地形，樹種の3因子が絡み合った

ものと考えられますが，南ないし南西の斜面に多

く発生していることからも，特に風の影響（南西

の卓越風）を強く受けていると考えるべきだと思

います。

また，調査結果から，全般的に成木帯の樹高・

胸高直径が小さくなっており，将来，縞枯帯の形

態が変化するのではないかと推測されます。

おわりに

樹木の枯損が，南西の卓越風を樹冠等が直接受

けることで発生すると考えた場合，疎開地にある

幼水帯が成長していく過程において，風衝の影響

をどのように受けるか見守っていく必要があり，

今年度も継続調査を行っています。

また，縞枯山の稜線は登山道となっており，縞

枯れの状況についても登山道および道路等から遠

望できるなど，一般の人たちが訪れやすい場所と

なっていることから，縞枯現象や保護林制度につ

いて十分な説明を今後とも行う必要があると考え

ています。

〈参考文献〉

山内栄ほか：縞枯山の現況について，造林技術研究(長野
営林局)，1955年．
沢井忠雄：縞枯成因に関する研究史，長野林友第4号（長
野営林局監修),1973年．

奥原卓郎：縞枯環象の追跡調査について(中間報告)，技術
開発研究会集録（長野営林局)，1977年．

前田貞治ほか：縞枯現象の追跡調査について（中間議告・
その2)、業務研究発表集辰野営林局),1988年．
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⑭国有林から（保護林を中心に）

岐阜･金華山のアラカシ・ツブラジイ
林木遣伝資源保存林
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岐阜･金華山国有林の概況

(1)位置：岐阜市は木曽川，長良川，揖斐川が形

成する溌尾平野の北端に位置する人L140万人の

都市です。飛騨高地との境をなす大H岳，烏帽子

岳山麓を源流として美濃満地を南へ流れ下った長

良川は，｜岐阜市内金華山北麓を頂点として西に開

いた綾扇状地をつくっており，金華山は標高

10～20mの高さで広がる緩扇状地に救った岐阜

市街の東南側を限る断崖として，標高328.9mの

高さでそびえ立ち，濃尾平野の景観に特色を与え

ています。

(2)歴史：金華山は古く稲葉山，凶I勝山と呼ばれ，

建仁元年(1201),二階堂山城守行政によって城(稲

葉!｣.|城）が築かれました。その後守謹時代を経て

戦国時代に至ると，金華山と稲葉I｣|城は濃尾平野

地域のみならず日本史の中で重要な位置を占める

こととなり，斉藤道三，織田信長など，後世に名

を残す武将が城とともに美濃の地を治め，発展さ
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せたことは有名です。｜|]名「井のll」を「岐阜」

と改め，城ドを繁栄させたのは織山信長ですが，

慶長年間，信焚の嫡孫・秀信は，石|II三成に与力

して||皮阜城に戦い，東寵に敗れてのち城郭は取り

壊されました。その後は尾張藩領として維新に至

り，官林，御料林，国有林と管理省が替わりまし

たが，いずれの場合も，この華麗哀切の史跡を包

む自然の森林が荒らされることはなく，金華山の

I

一
語

▲金華山全景
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▼ 現況表

『
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アラカシ

ツブラジイ
その他L

62

8

20
0～1

11

23
17

ウ

』

Ｐ
Ｉ
４

注）近年．天然牛ヒノキは立枯れがi･1立ち減少している。

名古屋アラカシ，ツブラジイ

4林木遣伝資源保存林

(1)所在地：岐阜県1!皮阜市金華山国有林182に

林小班｡(2)面積:10.44ha｡(3)設定年月日：平成元

年4月1日。(4)保存対象樹種：アラカシ，ツブラ

ジイ。(5)設定目的：金華ill国有林に群生している

アラカシ，ツブラジイは都市近郊林の希少樹種と

して貴重であり，このアラカシ，ツブラジイを保

存し，主要林業樹種としての林木遺伝資源とする

ことを目的として設定しています。(6)森林帯：暖

温帯。(7)気象：年降水域=1,939mm,最深積雪

深=17cm,年平均気温=14.2℃｡(8)地況：標高＝

150m(20～336m),斜ihi方位=NW(N14｡W

~S80｡W),傾斜=35｡(26～43｡),基岩＝チャー

ト,土壌型=rBB100%,有効深度=25cm(10～40

cm)｡(9)林況：林種＝天然生林，林齢=160年

(110～210年),法的規制等＝土砂流出防備保安

林，保健保安林，鳥獣保護区特別保護地区，都市

計画風致地区。

⑩保存対象樹種の状況：更新状況＝稚幼樹の発

生（アラカシ4,500本/ha,ツブラジイ3,250本／

ha)は良好であり，更新は順調に行われていま

す。遷移の状況＝アラカシ・ツブラジイとも壮老

齢成熟個体群で活力度が高い時期であり，燗の優

占種として群落を支配しています。

01)施業方法と管理：①更新＝アラカシ，ツブラ

ジイの更新が順調なことから，更新#ili助作業は行

っていません。②伐採＝原則として行わず，現状

の維持保存に努めています。なお，天然ヒノキの

立枯れ木については，登山道付近の危険木以外は

伐採していません。③管理＝保存対象樹種を広く

一般にPRするため標識を設置して，適切に管理

しています。

▲ツブラジイの道

森林は，東海地方でも第1級の同然度を持つ照葉

樹の極相林およびヒノキ林が発達しています。ま

た，金華山の端前のlll来の一説に，金華illの金華

(花)とは黄金の花を意味し，毎年5月になると金

華山全休がツブラジイの花で鮮やかな黄金色に彩

られます。

(3)社会的環境：金乖山が御料林，国有林となっ

てからも，その山麓を流れる長良川の清流と金華

山の緑の景観を或要な生活環境とし，長良川鵜飼

いの背景林などの観光資源とする岐阜市の行政や，

古くから金華111と親しんできた岐阜市民の感覚を

重視して，金華111においては経済的視点からの森

林経営は行われず，地域＃|:会の自然環境を配慮し

た森林施業が一貫して行われてきました。戦後の

高度経済成長期になると，金華山も観光開発とし

て111頂天守閣，展望台，ロープウェイ，自動車道

路などが開設され,ll1麓のII皮阜公園の整備と相ま

って，利川者数は年間100万人の規模となってい

ます。

(4)植生：シイーアラカシ群落＝陰地において見

られます℃l1l足部はツブラジイの群落が発達し，

_上方へ行くのに従ってアラカシが増加し,11l頂で

はアラカシ林となっています。カゴノキ群落＝北

面の山足部で発達していますが，上方へ行くのに

従って，出現頻度が減少します。ヒノキ群落＝中

腹部の陰地でよく発達していて，山足部や山頂部

では減少します。アベマキ群落＝山頂でよく発達

しています。
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⑭国有林から（保護林を中心に）

夜叉ケ池水生昆虫生息地保護林
一ヤシャゲンゴロウの棲む森林 なかたしげみ

近畿中国森林管理局計画課森林施業調整官中田茂己

は龍神にまつわる伝説とともに，雨乞いの地とし

て近郊の人々の信仰を厚く集めてきました。また，

近代文学の世界では泉鏡花の戯曲｢夜叉ヶ池」に

おいて取り上げられ，映画化もされています。し

かしながら,｢ﾈIII域でありむやみに手を加えるべき
善ゅうしゅん

でない｣という地元意識と，登11l道が急l唆でかな

りの距離があり，一般の観光客が容易には訪れに

くいことから，現地は観光の拠点とはなっておら

ず，池を中心として周辺森林とともに幻想的な風

景を今も残しています（図参照)。

(1)植物

この地域の植生は，標高およそ800m以下の地

域ではコナラ，シデ類などの落葉広葉樹が優占し，

800m付近より高標高の地域においては，ミズナ

ラ，ブナの分布が見られます。また，この地域は

北陸地方の中でも多雪地帯にあたり，冬期の積雪

がきわめて深いことから，稜線付近や池の周辺に

おいてはマルバマンサク，ヤハズハンノキ，ナナ

はじめに

ヤシャゲンゴロウ（写真①）は，全国でこの夜

叉ヶ池ただ1簡所のみに生息する生物地理学上き

わめて貴覗な極であり，｢絶滅のおそれのある野生

動植物種の保存に関する法律」に基づく「国内稀

少野生動植物極」に指定（平成8年1月）されて

います。

「夜叉ヶ池水生昆虫生息地保護林｣は，このヤシ

ヤケンゴロウの保護を目的に，その生息環境保全

のため，平成3年度に福井県と岐阜県の県境付近，

福井森林管理箸管内の岩谷国有林内に夜叉ヶ池と

その隣接する湿地(通称古池)を中心とする16ha

の森林に設定しました。

概況

越美山地の三国岳(1,209m)と三周ケ岳(1,292

m)のほぼ中間点に位澗する夜叉ケ池(1,100m)
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▲写真①ヤシヤケンゴロウ
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▲図夜叉ヶ池水生昆虫生息地保護林の位置

カマド，ノリウツギなどが，風衝や雪圧により倒
わいせい

伏したり倭性化した特有の林相が見られ，林床に

ネマガリダケを伴ったブナ林もあります。池周辺

の林地は立入者による踏み荒らしによって表土の

露出が見られるものの，おおむね安定した植生を

示しています。

(2)動物

当地域は陸産貝類の宝庫であり，クロイワマイ

マイ，ビロウドマイマイが多く，オウミケマイマ

イ，ブゼンドシジミ等約30種が生息しています。

また昆虫相も豊富で，夜叉ヶ池の水生昆虫の悩占

種であるヤシャゲンゴロウをはじめ，61樋の生息
ちよう

が確認されている蝶類やオオルリボシヤンマ，ミ

ヤマサナエなどのトンボ類が生息しています。

モリアオガエルの一大繁殖地として知られる夜
は

叉ケ池周辺には，ヤマカガシ，マムシ等の爬虫類，

ハコネサンショウウオ，ヒダサンショウウオ等の

両生類も多く生息しており，池としての生態系バ

ランスが良好な状態であることを示しています。

周囲の森林においても，ツキノワグマ，二ホン
I騒

カモシカ等の大型の哺乳類，ヒヨドリ，ホオジロ，

アカゲラ，アオゲラ，コノハズク等の鳥類が生息

しており，この地方に見られる良好な動物相であ

るといえます。

▲写真⑦ボランティアによる保護林パトロール

ンゴロウの保護のため設定されたものであり，そ

の生息職境を良好な状態で維持していくことを目

的としています。当局においては「ヤシャゲンゴ

ロウ稀少野生動植物（政令指定種）種保護管理事

業実施計il'i」を策定し，森林官等の巡視はもちろ

んのこと，自然保護管理員(委託業務)，ボランテ

ィアによる保護林パトロールを実施しているとこ

ろです(写真②)。具体的な内容としてはヤシャゲ

ンゴロウの生息，生育状況およびその環境の把握

に努めるとともに水生昆虫の不法採集が行われな

いような対策を誰じ，その増殖を図ることとして

います。

現在は植物相・動物相が示すとおり，夜叉ヶ池

およびその周辺の自然環境は良好な状態であると

いえますが，近年のアウトドアブームを反映し，

入込み者の増加による夜叉ヶ池の水質の悪化など

が懸念されています。今後はシンポジウムの開催

等を通して，より具体的にヤシャゲンゴロウの生

育環境の維持・整備のための森林の保護管理手法

を検討していくことと併せ，さまざまな保護活動

を通じて地元住民との連携を強めながら,「ヤシャ
す

ゲンゴロウの楼む森林」を後世に残していけるよ

う取り組んでいきたいと考えています。

森林管理局の取り組み方向

本保護林は，夜叉ヶ池の固有種であるヤシャゲ

林業技術No.7302003.1-⑬



④国有林から（保護林を中心に）

ヤナセスギと

千本山林木遣伝資源保存林
たけ

竹
媚
〈
届

まさなお

昌直四国森林管理局計画課施業調整係

てヤナセスギを伐り出したと記録されています。

さらに江戸時代には，土佐藩によって厳軍に保

誰・特理されつつ，大径木は二条城や江戸城の普

請のために幕府へ供出されたり，藩財政のために

利用されてきました。明治以降は，国有林として

管理経営され，木材生産が続けられてきました。

ヤナセスギの「魚梁瀬」のfII来は，壇ノ浦の合

戦で敗れた平家の将，門脇巾納言らがこの地に落

ち延びて住み着き，魚を捕るのに使う道具の「や

な」を用いたことからとも，「やな」が流れて引っ

かかった所を永住の地としたことからともいわれ

ています。

ヤナセスギについて

やなせ

高知県東部，奈ド利川上流の魚梁瀬国有林に生

育するヤナセスギは，秋田スギ，屋久スギととも

にわが国を代表する天然スギです。

魚梁瀬地方は黒潮の影響を受けて一般に温暖で

雨が多く，年平均気温は15℃,年間降水量は5,000

mmにも達します。このような恵まれた自然条件

のもとで育ったヤナセスギは，大きいもので胸高

直径2m,樹高50mにもなります｡現在,生育し

ているヤナセスギの林齢は200～300年生，平均

250年生刑,砿と考えられており，純林に近い林分

も見られますが，多くはモミ，ツガ，ヒノキなど

を交える混交林です。

また，ヤナセスギは，昭和41年9月に県民によ

る投票で「高知県の木」に制定され，親しまれて

います。

古い記録によると，豊臣秀吉が京都に大仏殿を

建てた際に，長曽我部元親が奈半利川流域に入っ

千本山林木遣伝資源保存林について

ヤナセスギの大径木が集団的に生育する千本山

は，藩政期は｢御留1I1」として，大正7年には｢学

術参考保護林」に指定され，昭和2年に周辺の森

林も保護林に加えられ，さらには平成2年に「林

木遺伝資源保存林」となって現在に至っています。

千本山保護林の巾でも特に，

宅＝

澤．苧〃琴鍾し，ヘクタール当たりの平均

"繩洲…ゞ

ます。なかでも林内の，特に

代表的な筒所ではヘクタール

当たり1,900m3にも達し，わ

が国の森林では最高の蓄積と

I林内見られています。▲千本山スギ ▲千本山林内

⑭－林業技術No.7302003_1



この林分は，気候的には常緑針広混交林

が成立する暖温帯の上部に属しますが，こ

のようにヤナセスギの純林に近い特異な林

相を呈しています。これは伐根，年輪幅の

調査や古い記録などから，旧藩時代にかな

り強度の抜き伐りが行われ，伐採跡地に発

生した稚幼樹が，その周囲の大径木が伐採

されたことにより|場光を受けて一斉に成長

し，これが繰り返されたことにより成立し

たものと考えられています。明治に入って

からは30年ごろに風倒木の伐採が,34年

に抜き伐りが行われていますが，それ以外

は被害木の除去にとどまっています。

現在の保護林は，後継樹が少なく上層の

大径木が優占する林相となっています。最

近の調査によると，成長は続いているもの

の，林木間の競争や台風などの被害によっ

て，本数は減少しています。このようなこ

とから，天然スギが少なくなった疎開地に

天然に発生した苗木を移植するとともに，

陽光を林内に入れるため広葉樹の上木を伐

り透かすなど，後継樹の育成についての試

みを行っています。

保護林の森林構成については，スギを主

体にツガまたはモミを交えた林となってい

ますが，立地により構成は異なります。尾

根筋の土壌の深い所ではスギが優占し，林

内にはウスゲクロモジ，アブラチャンなど

が多く，林床にはツルシキミの生育が目立

急斜地ではツガが多く，低木層にはウンゼ

が多く，林床にはツルシキミの生育が目立ちます。

急斜地ではツガが多く，低木層にはウンゼンツツ

ジが繁茂しています。また，湿った所では林床に

キジノオシダなどが生育しています。

保護林の保全と利用について

高知県の木であるヤナセスギ，その象徴である

千本山には，学術研究や自然探勝などの目的で県

内外から訪れる人が多く，重要な保健休養の場と

なっており,周辺の千本山風景林には平成13年度

は約6,200人の入込者がありました。

このような状況から，四国森林管理局および管

▲魚梁瀬国有林位置図

轄する安芸森林管理署魚梁瀬事務所では，保護林

周辺の千本山国有林内で平成11年度から生活環

境保全事業として，森林整備，歩道整備，床固工

等保安林の機能の高度発揮に必要な基盤となる施

設整備を推進しています｡平成13年度からは保護

林内のヤナセスギの根の保護等のために，登山道

へ木製の歩道等を整備しています。

また，地元の小学生や海外からの森林・林業研

修生等に対して，千本山を利用しての森林教室や

森林・林業研修等を実施しており，森林の公益的

機能や森林資源の循環利用に対する理解を深める

｢森林環境教育」を推進しているところです。
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⑭国有林から（保護林を中心に）

九州中央山地森林生物遣伝資源保存林
一緑と文化の回廊r霧立越」 やましたのりあき

九州森林管理局計画課森林施業調整官山下憲明

はじめに

地球環境問題，生物多様性保全などからの森林

の保全・保謹および小・中学校の「総合的な学習

の時間」の導入による森林とのふれあいなど，国

民の関心が高まってきています。このような状況

の中で九州森林管理局では，国有林が保存する保

護林についても，保全を図りながら学術研究の場

としてだけでなく，森林とのふれあいの場として

国民に開かれた保護林の活用をすることとして，

その推進に努めているところです。

ここで紹介する「九州中央山地森林生物遺伝資

源保存林」は，開かれた国有林として地域の人々

が保護林を活用し，地域の活性化に結びつけてい

る事例です。

保存林の概要

当保護林は九州のほぼ中央部で，熊本・宮崎県
せきりょう

境の脊梁地域に位置し，熊本県の矢部町，砥用

町，清和村，泉村，水上村および宮崎県の五ヶ瀬

▲図①九州中央山地森林生物
巡伝資源保存林位置

⑳一林業技術No.7302003.1

唖画鬮見総

町，椎葉村に所在し，管理する森林管哩署も熊本

森林管理署(矢部事務所)，熊本南部森林管理署お

よび宮崎北部森林管理箸と広範囲にわたっていま

す（図①)。

標高は1,000～1,700mで,地形は,比較的なだ
ぎゅうしゅん

らかな山頂部と急峻なV字谷となっており，ま

た，渓谷の変化に富んだ地形など優れた景観を呈

しています。主要な山岳は，北部の宮崎北部森林

管理署管内の小川岳から向坂山，白岩山，国見岳

と南下し，熊本南部森林管理署の烏'l'冒子岳，白鳥

山へと至ります。

植生は，太平洋型ブナ林および一部には湿性タ

イプのブナ林が見られるほか，過去の地殻変動に

おいて，海中に沈まず陸地として残った地帯の一
そはやき

つであり，日本固有種を含む「襲速紀要素」と呼

ばれる独特の進化をした植物（ハガクレツリフネ

等)が見られます。また，石灰岩地特有の植物(イ

ワギク等)，希少植物のアズマイチゲ，イワギクな

ど，分布域が限られ個体数がきわめて少ないもの

なども数多く存在し，自然の宝庫となっています。

▲図②「霧立越」の概念
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などの文化を探るものから,｢キリタチベニオオヤ

マザクラと命名した新種の桜を発見｣，「幻の滝の

発見」につながる研究モノまで，さまざまなもの

に取り組んできています。

これに対する国有林としての支援は，「考える

会」が主催する各種イベントヘの参加，植物調査

への協力およびフィールドの提供などのほか，保

護林保全活動に対する連携を行っています。

地域活性化の効果

地元の2町村（五ヶ瀬町，椎葉村）の人々が，

トレッキングコースの整備・ガイド，シンポジウ

ムの準備・開催などに取り組むなど，地域および

地域間の連帯が増したほか，エコツーリズムの浸

透によりトレッカーのリピーターが増加し，一部

が地元宿泊施設を利用するなど，地域振興へも寄

与しています。

開かれた国有林と

地域活性化の取り組み

保護林北部の宮崎県の椎葉村尾前と五ヶ瀬町お

よび熊本県蘇陽町馬見原とを結ぶ九州山地脊梁の

尾根道は，かつては生活物資力瀕繁に運ばれ，こ

の山越えの道は｢霧立越」（図②）と呼ばれていま

した。この山道である「霧立越」を，「霧立越の歴

史と自然を考える会」（以下，「考える会」という。

注参照)が中心となり，「霧立越トレッキングコー

ス」として,1995年から保護林の保全と地域振興

の両立を図りながら，地域の自然や歴史を観光資

源にしたエコツーリズム活動を，国有林の支援を

受けながらI隔広く展開しています。

r考える会｣の活動は，①トレッキングコースの

維持・管理，②シンポジウムの開催，③保護林保

全活動への協力，④希少野生動植物のデータ収集，

⑤各種イベントの開催等です。この中から主な活

動の概要を紹介します。

トレッキングは,｢霧立越トレッキング2万3千

歩の旅」のコースを設けたほか，その後，距離が

短く軽装で体力も必要としない初級コースから，

崖・アップダウンが多く重装備の必要な_上級のコ

ースまで7コースを設定しています。これらのコ

ースは，古くは源平の戦いで敗れた平家の落ち武

者が椎葉へ逃れ，近くは西南の役で西郷隆盛率い

る薩摩軍が人吉へ敗走した文化の香る道として，

それぞれのコースごとにエコツアーを組んで利用

者への便宜を図っています。

また，シンポジウムは,1992年10月の初回から

2002年7月までに9回を数え，霧立越にかかわる

｢駄賃付け道｣，「人と森との関係｣，「ブナ帯文化」

おわりに

九州森林管理局としても，ここに示した「九州

中央山地森林生物遺伝資源保存林」のみに限らず

数多く保存している保護林を，自然の生態系を維

持しつつ，開かれた国有林として地域の人々が保

謹林を活用し地域の活性化に結びつけるなど，森

林のふれあいの場としての活用を促し，地元の森

として地域住民の理解と協力を得ながら連携して，

保全・管理を進めることとしています。

注）「霧立越の歴史と自然を考える会」とは，霧立越をフ

ィールドに，歴史や自然についての調森研究を行いながら

インストラクターを養成するなどの活肋を行う，五ヶ瀬町

と椎葉村の有志で組織する任意団体で,会腿は秋本始氏で

す。
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⑭国有林から…

筑波山複層林施業試験地から

関東森林管理局東京分局森林技術センター所長

はじめに

関東森林管理局東京分局森林技術センターの

｢筑波山複層林施業試験地｣は，茨城県にある関東

の名峰,筑波山(887m)の山腹に位置する約35ha

の試験地です。筑波山は国定公園にも指定されて

おり，年間250万人以上の入込みがあり，都心か

らでも日帰り登山が可能な山として多くの人々に

親しまれています。1977（昭和52）年，その筑波

山の中腹の,当時約80年生のヒノキの一斉人工林

約90haの一部で，複層林試験地の造成が始まり

ました。この少し前，昭和40年代後半は，自然環

境保全問題が顕在化し，森林の持つ国土保全・水

資源のかん養・自然環境の保全・景観の維持等，

公益的機能への国民の関

心が強くなり，特に国有

林に対してこれらの要請

が高まってきた時期でも

ありました。

このような状況の中で，

国定公園でもある筑波山

中腹での施業にあたって

は，景観に配慮した施業，

つまり伐採跡地が筑波山

麓の八郷町から見えない

ような施業方法に取り組

むこととし,｢立地条件に

応じた風致施業」という

技術開発課題を設定し，

1977（昭和52）年からさ

まざまなタイプの，複層

至

⑳－林業技術No.7302003.1

林のモデルとなるよう試験地の造成を始めました。

当時，東京分局（旧東京営林局）管内には複層林

の施業地はなく，1978（昭和53）年の茨城地域森

林施業計画書で初めて複層林の施業体系が示され

ています｡その施業体系では,90年生の林分で300

本/ha上層木を保残，下層木を植栽し，下層木が

20年生になった段階で上層木をすべて伐採する

こととなっています。

1．複層林試験地の概要

筑波山の複層林試験地は，このような状況の中

でそれぞれ景観に配慮しつつ設定され，現在では

上木の保残の形態や保残本数により，8タイプ20

区画,約35haの試験地となっています｡位置的に

▲図筑波山複層林試験地全体図



は筑波山中腹の北東向き斜面の標高350～55()m

で,平均林地傾斜は23.となっています｡樹種は上

層木・下隅木ともヒノキ（一部上層木にサワラ，

スギが混在）で，林齢は上層木がすべて101年生，

下屑木が2～21年生となっています。

各試験iXの造成は完了し，評価の段階に入りつ

つありますが，多段林に誘導する林分については

2m同の伐採・更新を行ったほか，一部について

受光伐や長期育成循環施業への誘導なども行って

います。また，上層木伐採等の施業にあたっては，

各種調査，データの収集を行うとともに，試験地

内に20箇所のプロットを設置し,上層木および下

層木の成長鐘や植生等について，モニタリングを

行っています（図参照)。

2．各試験区の概要

(1)点状保残区（二段林）

上隅木を点状に200本/ha,300本/ha,400本／

ha,500*/haと密度を変えて保残しています｡~ド

層木の植栽本数は2,500本/ha,林齢は18～21年

生となっています。上層木の密度により林内の光

環境が異なり，下層木の成長にも変化が見られま

す。点状保残区のうち，400本保残区において

2000(平成12)年に上層木の間伐を実施し，伐採・

搬出等の作業功程，上層木の伐採・搬出時の上阿

木・下層木への被害等について調査を行いました。

なお，下卿木の被害の回復状況等については継続

して調査を行っています。

(2)列状保残区（二段林）

｜掴木を列状に100本/ha,200本/ha,300本／

haと密度を変えて保残しています｡下層木の植栽

本数は2,500本/ha,林齢は18年生となっていま

す。点状保残区と同様，上層木の密度により林内

の光環境が異なり，下層木の成長にも変化が見ら

れます。

(3)群状保残区（二段林）

上屑木を，樹高（約20m)を直径とするほぼl1j

形の群として複数残した箇所です。群と群の問|編

は景観に配慮し，機械的に配置しています。下脳

木の植栽本数は3，000本/ha,林齢は18年生とな

▲写真①現在三段林となっている魚骨型区

っています。下層木の成長は皆伐とほぼ同じ光環

境となったことから，通常の皆伐・更新と変わら

ない良好な成長を示しています。

(4)等高線状・直線状帯状保残区（二段林）

樹高（約25m)の幅を基準にして，おおむね南

北方向に等高線状および直線状に交互に伐採，保

残しています。下層木の柚栽本数は3,000本/ha,

林齢は18年生となっています。群状保残区と同

様，下層木の成長は皆伐とほぼ同じ光環境となっ

たことから，通常の皆伐・更新と変わらない良好

な成長を示しています。2002(平成14)年に，長

期育成循環施業へ誘導するため，上層木の一部を

伐採するとともに，この区域を循環させる継続的

低コスト作業道を作設しました（詳しくは後述)。

また，下層木について，材積率で33％の保育間伐

を実施しました。いずれの作業も当センターの阿

波山森林技術作業場の職員により実施しました。

(5)魚骨型伐採区（多段林）

上層木を魚の背骨と小骨の形のように数回に分

けて伐採し，多段林（四段）に誘導していきます。

これまで，1990（平成2）年と2000（平成12）年

に上層木伐採・更新を行い,現在は三段林(101年

生，13年生，3年生）となっていますが，今後さ

らに2回の伐採・更新を行い，最終的には四段林

を造成することとしています（写真①参照)。

(6)魚骨型伐採改良区（多段林）

魚骨型伐採区と同様，魚の骨の形で伐採・更新

を行い，多段林（四段）に誘導していきますが，

魚骨型が線状に伐採を行ったのに対し，改良型で

は景観に配慮しつつ帯状に伐採・更新を行い，背

林業技術No.7302003.1-⑳



▲写真②現在三段林となっている魚骨型改良区

骨部分については固定搬出路として，人工更新を

行っていません。このことにより，2回|｣の上層木

伐採においても上層木・下層木とも伐採・搬出に

よる被害は全く見られませんでした。これまで，

1990（平成2）年と2001(平成13)年に上屑木伐

採・更新を行い，現在は三段林（101年生，13年

生，2年生)となっていますが，今後さらに2回の

伐採・更新を行い，最終的には川段林を造成する

ことにしています（写真②参照)。

(7)受光調整伐区（二段林）

上用水を点状に500本/ha保残した区を，林内

の光環境を調整するために設定から10年後,区域

の約半分について伐採率50%(250本/ha)の受光

調整伐を実施した区域です。受光調整伐の実施後

11年を経過し，受光伐の実施箇所と未実施箇所で

は下層木の成長に大きな差が現れています。下属

木の植救本数は2,500本/ha,林齢は上隔木が101

年生，下IWW木が18年生となっています。

(8)植栽本数調整区（二段林）

上屑木を200本/ha,300本/haに点状に残した

箇所に，‐ドI曹木の植栽密度を1,000本/ha,1,500

本/ha,2,000本/haといろいろな密度で設定して

います。上層木・下層木それぞれの密度の変化に

よる成長の違い等を，継続的に調査しています。

⑩一林業技術No.7302003.1

3．複層林施業から長期育成循環施業へ

「筑波山複I曽林試験地」は1977（昭和52）年か

ら試験地の設定が行われてきましたが，いずれも

複層期間が40年程度の二段林ないし林齢差が10

年程度の四段林となっています。一方，長期育成

循環施業は高齢級の常時複屑林（林野庁イメージ

では最終段階で150年,100年,50年の三段林）

を造成することで，公益的機能の確保や森林資源

の循環利用を図ろうというものです。森林・林業

基本計画の中でも育成複層林の造成を進める観点

から導入を図ることとされています。

当センターでは「筑波山複層林試験地」の帯状

保残区において，長期育成循環施業へ誘導するた

めの施業を2002（平成14）年より行っています。

なお，この施業に伴う伐採・搬出および作業道の

作設は，当センターの阿波山森林技術作業場の直

営班7名により実施しました。

(1)帯状保残区の現況

翻犬保残区は区域面穣94ha,上層木はヒノキ

101年生（一部スギ)，下I曹木はヒノキ20年生で，

帯の幅は25m,長さは50～150m程度となって

います。この区画が現在，上層木・下層木合わせ

て33区画あります。この試験地において,施業の

当初の第一の目的は,｢伐採跡地が筑波山の周辺か

ら見えないこと」であり，当初の計画では上層木

が120年生,下屑木が40年生となった段階で上層

木を伐採するというものでした。現在，下層木は
そんしょく

20年生で通常の皆伐更新と遜色ない成長を示し，

樹高も10m近くに達しており，今回,長期育成循

環施業に誘導するため上層木の一部伐採および作

業道の作設を行いましたが，伐採跡地等は筑波山

周辺から全く見えず，蚤観を保護するという当初

の目的は十分に達成できたといえます（写真③参

照)。

(2)施業設計

当初設計の,下贈水が40年生となった段階で上

層木をすべて伐採するという施業計画を見直し，

現在33区画ある上層木・下層木の帯をさらに分

割し,ランダムに20年ごとに7～8区画ずつ伐採
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▲写真③伐採前の帯状保残区

霞蕊・更新を繰り返すこととして,2002(平成14)年

には8区画約1.3haの上層木の伐採を行いまし

た。また，区域を循環させ，継続的に使用する低

コスト作業道約1,000mを作設しました。高密度

の作業道を作設することにより，伐区の細分化に

よる作業功程への影響は，ほとんどないものと考

えています（写真④参照)。

(3)将来の姿

これにより，140年後に伐採・更新が一巡し，

160年生から1年生まで,20年違いの林分がラン

ダムに存在し，8段からなる複層林が完成するこ

ととなり，構造的にも豊かな森林になるものと思

われます。そして，それ以降は20年ごとに160年

生のヒノキを約1.3haずつ収穫することができ

るようになるほか,10年ごとに全域での間伐を実

施することにより，大径材から小径木まで多様な

材が収稚できることとなり，資源としての術環利

用も可能になります。また，現在101年生の上屑

木の下層には，かなりの広葉樹の侵入が見られま

すが,これらについては可能な限り保残し,160年

生の時点では，当センターの特定区域（茨城森林

管理署管内)に現存する150～200年生の人工林に

見られる針広混交林の状態に誘導し，種の多様性

や森林生態系維持に貢献できる林分を造成してい

きたいと考えています。

おわりに

平成13年に策定された森林・林業基本計mliは，

■

七
＝一円

▲写真④長期育成循環施業試験地

森林・林業基本法の基本理念である「森林の持つ

多面的機能の発揮」と「林業の持続的かつ健全な

発展」が大きな柱となっています。また，そのた

めの施業方法として，長期育成術環施業を柱とす

る育成複層林の拡充が重要課題となっています。

少し大げさかもしれませんが，基本法における基

本理念の実現へ向けて日本の森林・林業が動き出

すためには，育成複層林施業が木材生産機能も含

め，多面的機能を十分に発揮できる施薬であるこ

とを明確にする必要があると考えます。そのため

に関東森林管理局東京分局森林技術センターでは，

今後も「筑波山複層林試験地」や，新たな試験地

での各種施業の実施，データの収集，分析，情報

の発信を積極的に行っていきたいと考えています。

「筑波山複層林試験地｣の概要や長期育成循環施業等につ
いては，当センターのホームページにも褐戦していますの
でご覧ください。また，当センターでは，海外をはじめ，
各機関の視察・研修を随時受け付けています。お気軽にお
問い合わせください。

関東森林管襄局東京分局森林技術センター

〒309-1625茨城県笠間市来栖87-1
aO296-72-1146,FAXO296-72-1842

ホームページアドレス

http://www7.ocnne・jp/~鷲ijutuC/
メールアドレス

Iol6Sinl@aPl･iCo.oCnnc.jl)

林業技術No.7302003.1-⑳



⑭国有林から…

奥日光における保護林の

保護と利用について

関東森林管理局日光森林管理署署長

よしだゆきお

由田幸雄

はじめに

H光地区，とりわけ中禅寺湖や戦場ケ原のある

奥|1光は豊かな自然に恵まれており，保誰林が数

多くあります。関東森林管理局（本局）の管理而

砿は約100万haで，保護林は83箇所あります

が，奥円光ではその1％の約1万haの中に保護

林が16箇所も指定されています｡保護林の種類は

｢林木遺伝資源保存林」とr植物群落保謹林｣の2

種類があり，前者にはヤチダモやミズナラ，ドロ

ノキ等の保存林があり，後者には戦場ケ原や千手

ヶ原，茶の木平等の保誰林があります。奥R光で

はニホンジカの採食圧が10年くらい前から高ま

ってきており，保謹林の樹木や稚樹に食害が生じ

ています。このため,211署では平成10年度から保

謹林を守るためシカ食害防護柵（保護IlllI）を設置

したり，樹木をネットで囲うネット巻きを行って

います。一方，奥H光には多くのハイカーが訪れ，

保護林は自然観察の場としても大いに利用されて

おり，保護林の保誰と利用の両立を図ることが重

要となっています。当署では保護の観点からシカ

食害防止対策等を，また利用の観点からI引然解説

板の設置等の取り組みをしてきているのでその概

要を紹介します。

1．シカ食害防止対策について

(1)シカ被害の現状

ニホンジカは平成4年ごろから増加し，樹木の

被害が同立ってきました。シカの生息密腱は，平

成7年から平成10年の間は奥日光全体で12～16

"/km2で推移してきていますが，地域蓬が大き

⑫一林業技術No.7302003.1

く，巾禅寺湖の西側に位置する千手ヶ浜では平成

7年から平成12年の間,20～40頭/km2ときわめ

て高い密度となっています。栃木県では当面の生

息密腱の1.1標を5頭/km2以下に設定しており，こ

れと比較すると千手ヶ浜はシカの生息数がきわめ

て多いことがわかります。
畠い名

現在，千手ヶ浜～千手ヶ原～西ノ湖ではシカの

採食圧によりササや草本が食べ尽くされ，シカが

食べないキク科のキオンやシロヨメナ等が繁茂す

るなど植生が大きく変化しています。また，保謹

林の樹木もハルニレやウラジロモミ等の樹皮が食

べられ柚損するなどの被害が生じています。

(2)シカ被害対策について

シカ被害対策については，抜本的には個体数を

管理して一定の生息密度数に抑えることです。こ

のため栃木県では平成7年以降シカの駆除等を行

ってきています。しかし，この方法は時間がかか

ることから緊急的に保護する必要がある場合は保

護柵の設置や単木ネット巻きを行う必要がありま

す。当署では,平成10年度からシカの生息密度が

高く，樹木の被害が発生している千手ヶ原～西ノ

湖の保誰林を対象に保調lll等を設置してきており，

柵の延長は4.5kmに達しています（図①参照)。

柵の設置による保護効果は大きく，柵設置後2年

間で柵の内側には草本が繁茂し，稚樹も育ってき

ています。一方，柵の外側はシカの採食圧が強く，

草も稚樹もほとんどありません（写真①参照)。

保謹柵の効果を把握するため平成13年度に調

査しました。その概要は次のとおりです。

(3)保護柵による効果

柵設置後の稚樹の更新状況を把握するため，平
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成11年度に西ノ湖畔に設置した保護柵の内

側と外側に4m2の調査プロットをそれぞれ

12個設け，調査しました。その結果は柵の内

側は30cm以上の稚樹がha当たり2万本以

｣二生育しており,30cm未満5cm以上の稚

樹も8万本以上ありました。一方，柵の外側

は30cm以上の稚樹は1本もなく,30cm*|

満5cm以11の稚樹もha当たり1.5万本と｜

少なく，その平均樹高もわずか6cmでした’

(表①参照)。このことから柵の内側は更新可

能な状態となっていますが，柵の外側はシカ

の採食圧が強く更新は困難です。なお，柵の

内側では|湯光の違いによる影響を調べるため

ギャップと閉鎖林冠下とで比較したところ，稚樹

の成立本数に差はなかったものの陽光の当たるギ

ャップのほうが更新樹種数が多く，また成長（平

均樹高）も優れていました。

(4)今後の進め方

シカ被害対策として，これまで保護柵と単木ネ

ット巻きを行ってきましたが，保護柵は景観上，

およびシカとの共存の観点からできるだけ小さい

ものを志向してきました｡平成14年度は中禅寺湖

の東側にある茶ノ水平のウラジロモミ保護林にｲ|||｜

を設置しましたが，この大きさは18m×18mと

今まででいちばん小さいものとなりました。それ

は，ここのウラジロモミの多くがすでにシカの食

害を受けており，また,保護林の中に25m四方の

▲写真①平成11年度に西ノ湖に設置した保護柵

▼表①高木性樹種の本数と樹高

保護柵の内外
内側 外側

稚樹

2.1万本/ha

60cm

8.3万本/ha

13cm

0

15万本/ha

6cm

本
一
樹
一
本
一
樹

数
高
一
数
一
高

30cm上

30cm未満

(5cm上）

ギャップがあったことからギャップに保謹MIIIを設

置し，その周りにある比較的被害の少ないウラジ

ロモミにネットを巻いて母樹として保護すること

により，ギャップ内でウラジロモミの天然更新を

膣'ろうとしたものです。柵の中にはすでに稚樹が

多数成立しており，ササも少ないので更新は可能

林業技術No.7302003.1-⑬



▲写真②柵の上で休む小学生(左は西ノ湖｡奥はヤチダモ保護林。左の切

一方，水利の条件はあまり良くなく，かつて

は4～5月ごろに失火による山火事が発生し

たことから,昭和50年代に署が地中に穴を掘

り貯水櫓を設置しました。しかし，これが老

朽化し，使用できなくなったため，14年度に

戦場ケ原植物群落保護林を山火事から守るた

めに40m3の防火水槽を新たに設置しました。

植物群落を守るために家屋等の施設もない所

に防火水槽をつくったのは大変珍しいと新聞

でも大きく取り上げられました。

4．自然解説板の設置

干手ヶ原～西ノ湖にはミズナラやハルニレ等の

り株は枯損したヤチダモを平成13年に伐採したもの）

です。またネット巻きについては，ボランティア

や小・中学生の体験林業等で必要な所は巻いてき

ました。今後はこの巻いたネットがきつくなって

きているので，ネットの巻き直しに力を入れてい

くことにしています。

2．ヤチダモ林木遣伝資源保存林の保護

中禅寺湖の西方にある西ノ湖畔には珍しいヤチ

ダモの純林があり，保護林に指定されています。

近年，ヤチダモが衰弱し枯損するものが増えてき

ました。原因としては湖面の水位の低下やシカの

食害，人の踏み付けが考えられました。専門家等

の調査では人の踏み付けにより土壌が固まったこ

とが枯掴に影響しているとのことでした。このた

め人が林内に入らないよう柵の設憤を検討しまし

た｡しかし,ここは多くのハイカーカ斬れる所なの

で，商い柵やロープを張ることは景観上好ましく

ないことから，柵となる丸太の高さを50cm穏度

と低くし，またハイカーが腰掛けられるよう太い

丸太を使用しました。訪れたハイカーからは柵の

高さが低いので圧迫感がなく，イスとしても使え

るのでありがたい,と好評です(写真②参照)。

3．植物群落を守る防火水槽の設置

奥円光にある戦場ケ原は，その真ん中を1塁|道

120号線が走っており，多くの観光客が訪れる景

勝地です｡戦場ケ原は約300haの広大な面績があ

りますが，初春や晩秋には枯れ草が広がり，失火

があった場合は燃えやすく危険な状態になります。

⑭－林業技術No.7302003.1

原生的な森林や自然河川など盤かな自然があり，

年々利用者は増加しています。

これらの森林は保謹林に指定されており，その

中に遊歩道力殼置されています。素晴らしい自然

があるのですが，自然や森林・樹木についての説

明するものはあまりありませんでした。一方，利

用者からは自然や樹木についての説明がほしいと

の強いニーズがありました｡このため12年度に一

般のハイカーを対象とした説明板を遊歩道沿いに

設置し，毎年その内容を更新してきています。

説明板の大きさはA3サイズで木製です｡12年

度の設置数は十数{li'ilでしたが,13年度には20個

くらい,14年度には31個と,年々その数を増やし

充実させてきました。この説明板の特色は，次の

とおりです。①説明文に写真をつけてわかりやす

くした。②専門語はできるだけ使わない。③同じ

ものは掲示しない。

これらに加えて,14年度は，ア．説明板は教え

込むのではなく，観察して驚きや疑問を感じても

らうこととし，説明文のタイトルは9r木が倒れて

いるのは何故？」「森林浴は体にいいの？」のよう

にすべて疑問文としました。イ．森林生態系につ

いて理解を深めていただくため，テーマは植物か

ら鳥や魚,クマ,キノコなどできるだけ多様なもの

としました。ウ．小・中学生の森林教室にも使え

るよう，用語は原則として小学生用の国語鮪典に

載っているものを使用しました。例えば，樹種→
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目の前にある樹木(ダケカンバ)の根元には透き間があ
上おれつ

りますが,よく見ると倒れた木の上に列をつくってダケカ

ンバが生えています。
な淫じめん

何故,地面の上でなく，倒れた木の上に生えているので

しょうか。
せた01

かつて，このあたりの森林は背丈ぐらいのササでおおわ
とど

れていました。ササにおおわれると地面に十分な光が届か
めぱ

ず，芽生えは生きていけません。しかし，樹木が倒れたと

ころは，ササが押さえつけられるため光があたり，また倒
くさてさどしめけ

れて腐りかけた木は適度な湿り気があるため，ここに落ち
めば世いちよう

たタネが芽生えて成長できたのです。（注）

(注）このように倒れた木の上にタネが落ち，芽生えて大きくなるこ
とう厳くこうしん

とを「倒木更新」といいます。

圃謡鯛W醗繍撫溌盟礁謡驚
鰯

倒れた木の上に芽生えて大きくなったダケカンバ

りんやちようにつこうしんりんかんりしょ

林野庁日光森林管理署
雅LO288－22－106g

ふ色んしんりんほあんりんしてい

☆この付近の森林はすべて「保安林」に指定されています。

道沿いには，自然ｲ;ili損に加えて，シカの食害や人

の踏み付けにより柚損した樹木があります。この

ような枯損木はいつ倒れるかもわからず危険です。

このため歩道沿いの枯損木は積極的に伐採してお

り’13年度は西ノ湖畔の枯損したヤチダモ12本

を伐採しました。また，14年度は茶ノ木平のウラ

ジロモミ保護林（樹齢150年）がシカの食害によ

り樹皮が全周はがされて枯撹し，歩道上に張り出

している枝が落ち始めていたことから，歩道沿い

にある枯損木32本を伐採しました（写真③参

照)。

水の種類，伐根→切株，等々です(図②参照)。14

年10月に100人近くの方からアンケートを取り

ましたが，多くの方が説明板を利用しており，ま

たその説明は非常にわかりやすいと好評でした。

5．遊歩道沿いの枯損木の伐採

奥R光は平坦地が多く，保護林の中に遊歩道が

あり，ハイカーたちは遊歩道を利用して口然観察

や森林浴（散策）を楽しんでいます。これらの歩
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お わりに｡型軸ｷカ蕊

保護林の保護管理については，予算がないので，

という声が聞こえてきそうですが，例えば歩道沿

いの危険木の伐採や簡単な説明板の設置など容易

にできるものもあります。現地の実態に応じて

様々な取り組みができるのではないでしょうか。

また，取り組んだことは一般の方々に説明し，

広くPRしていくことも亜要です。今回紹介した

1．～5．の事例についてはマスコミに投げ込ん

だところ．すべてが新聞で紹介されました。当署

では，今後も開かれた国有林に向けて積極的に情

報を発信していくことにしています。

グ

吋
虫

錨
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公団造林地における獣害とその対策について＊
《
室

員
の 伊藤寿（いとうひさし）緑資源公団

＝津山博文（みつやまひろふみ)寒＊〃

森秀糸己（もりひでき）〃

徳島出張所
〃

〃

幹
任
Ｊ

主
主
ノ広

~覇
IL

場
＊本報告は，平成13年度四国森林･林業研究発表会での発表をまとめたものです。＊＊現・秋田出張所主任。

賀川ユニット(那賀郡および阿南市)では4,800頭(5.9

"/km2),海部ユニット（海部郡）では1,900頭(4.2

"/km2)となっています。特に個体数の多い箇所で

は，平方キ口当たり10頭以上も生息しています。

徳島県において狩猟または有害鳥獣駆除により揃独

されたシカの数は，平成4年度までは年間500頭前後

だったものが，平成6年度以降は，年間約1,000頭に

まで倍増しています。

2．林業被害とその対策

(1)林業被害

1．はじめに

近年，徳島県においてニホンジカ（以下，シカと省

略）は分布を拡大しながら個体数を増加させ，膿林業

に炉える被害が顕著となってきています。

徳島県の調査によると，シカの個体数については吉

野川北部には少なく，吉野川より南の地域，特に那賀
かいふ

棚・海部郡と，勝浦郡の一部（上勝H1｣.、勝浦町）に多

いことがわかっています｡平成9～12年度にかけて行

われた生息密度調査によると，徳島県全域における生

息数は約8.200頭と推定され、特に生息密度の高い那

シカによる林業被害については，平成

元年度以降に林業被害が顕著となってき

ており，平成4年度ごろから急激に増加

しています。被害面積について見ると，

平成6年度以降は年間300～400ha程腱

の被害が続いています。

シカによる林業被害としては，幼齢林

における新芽の採食被害と，巾・商齢林
かわはざ

における皮剥（角とぎ）の被害とがあり

ますが，特に蒋齢造林地における新芽の

採食被害の影響が重大となっています。

(2)防護対策

防護対策は，一般的な対策としては忌

避剤または食害防止チューブによる採食

の防止と，防謹ネットの設置による造林

地への侵入防止が行われています。公付I

徳島出張所においては，以前は忌避剤の

塗布を行っていましたが，効果が長続き

せず防除効果が少ないために，現在は防

護ネットのみ行っています。

3．公団造林地における

シカ生息数の調査と

被害防護対策

(1)公団造林地におけるシカ生息数調査

について

-..--|蝋鯲｜

寵”鋤､燭｜

、｣筆蕊≦墨姜篝墨篝蓼菫蕊議溺w
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▲図①徳島県内のシカ分布（徳島県資料による）
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▲図②林業被害面識の年次別推移（徳島県調査による）
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▲写真①宍喰町冷谷山造林地の状況

県内でも特に生息密度の商い那賀郡，海部梛におい

ては，日'l1でもシカの姿を見ることがありますが，公

団造林地においてどのくらいのシカが生息しているの

かを把握するために,2uilに分けてシカの生息個体数

の調査を行いました。

①宍喰町冷谷山造林地
しし“b

2001年9月5日，海部郡宍喰町冷谷山の公団造林地

において，ライトセンサス法による調査を行いました。

ライトセンサス法とは，ラインセンサスの夜間調査版

で，夜間に一定のルートあるいは調査地を両側，前方

をライI､で照射しながら束でゆっくり走り，ライトに

光る動物のHあるいは姿をカウントし，相対密度を求

める方法です（『野生動物調査法ハンドブック』よ

り)。

今回の調査地は車道がないため，束でなく徒歩によ

り調査を行いました｡調査員は5名，調査時間は18時

30分から20時までの1時間3()分，調査距離は約

2,300mです｡結果としては,調査開始前の14時30分

ごろにニホンカモシカ1頭を確認したものの，シカの

姿は確認できませんでした。ただし調査地外よりシカ

の鳴声を確認しました。

②土成町相婦第2造林地

2001年12月19日，板野WII土成II11鵜峠から上板町泉
ふんかい

谷までの約5km陳間の稜線|において，糞塊調査法

により調査を行いました。灘塊法は，一定地域に存在

する糞塊の数を計測することにより，その地域に生息

するシカの絶対密度を推定するものです。調査員は4

名，調査時間は9時から14時までの5時間行いまし

た。この調査では,糞塊を一つ発見し,生息密度は0．07

"/km塾と推定されました。

▲写真②スカート付きネット（木沢村）

－－(参考）徳島県の調査により得られた回帰式．..~‐
y=0.356x

x(糞塊密度)=施塊数/洲査距離(km)
y:推定される個体補度(頭/km2)

なお，絶対密度を推定するためには，酬前に区mli

法等により絶対辮度と糞塊密陛の:|』関係数を求めて
おく必要があります。

(2)被害防護対策について

①防護ネットの改良

防護ネッ1,については，現在はステンレス入り防護

ネットの設置を行っています。ネットの網目も以前は

15cm角でしたが，現在は10cm角のものを使用して

います。ネットの網目を小さくすることにより，シカ

の絡みつきを減少させ，ネットの破損を防ぐ効果があ

ります。

②スカート付きネット

平成12年度よりスカート付きネッl､を試験的に導

入し，好結果を得ています。

スカート付きネットは，ネットの下からシカが潜り

込むのを防止するために，通常のネッI､の下部に順90

cmのナイロン製のスカートネットを付けたものです。

スカート部分にはステンレスはなく，軟らかくできて

います。

通常，ネットが設置してあるとシカはネットに沿っ

て歩き回りますが，スカー1,があると，スカート部分

に足が絡まるのをいやがり，ネットに近づかないため，

防護効果が高いと考えられます。

③その他

今後はネッ1､内に侵入したシカを素早く追い出すた

めの開閉所の改良や，カラーネットの使用なども考え

ています。

林業技術No.7302003.1-⑰



▲写真③筋刈りの状況（上那賀町）

4．施業方法の工夫

防護ネットによる防謹も完ぺきなものではなく，ネ

ットを張った造林地でも完全にシカの侵入を防ぐこと

はできません。そのため，造林地の巡視強化と併せて，

施業方法についても工夫していく必要があると考えら

れます。

(1)下刈りにおける「筋刈り」と「つぼ残し」

「筋刈り」は棚の部分を刈払いをせずに残し，シカの

移動を妨げることにより，被害の低減を図ったもので

す。特に被害の激しい那賀郡上那賀町，海部郡宍喰町，

海南町の一部造林地において,平成13年度下刈り時に

実行しました。

「つぼ残し」は「つぼ刈り」の逆で，植栽木の周囲1
かんぽく

mほどの草や瀧木を刈らずに残して，植栽木が食害を

受ける率を減らそうとしたものです。ただし造林木に
つる

影響のある蔓などは切っています。上那賀町，宍喰町

の一部造林地において実行しました。

r筋刈り」「つぼ残し」とも今回の試行ではまだ結果

が出ていませんが，通常の全刈りよりは保護効果があ

るものと考えています。

(2)地栫え等

植栽時の地栫え方法についても，単価の縮減も考慮

して刈足をできるだけ高くし，枝条放置などを行うこ

とにより，造林地侵入時のシカの被害を防止するよう

考えています。

5．最後に

シカ被害を防ぐ抜本的な対策としては，捕独により

個体数を調整する方法があります。徳島県では特定鳥

獣保護管理計画に基づき,平成13年度より那賀川ユニ

ット，海部ユニットと吉野川南東ユニットのうち，勝

浦町・上勝町においてメスジカの狩猟を解禁し，積極

的な個体数管理を行っています。しかし，メスジカ狩

猟解禁による効果が現れてくるのは早くても数年後と

考えられ，防護対策は今後も必要不可欠と考えられま

す。

今回当出張所において行った「筋刈り」「つぼ残し」

等の施業箇所については，今後追跡調査を行って状況

を確認し，防護効果が認められれば，種極的に取り組

んでいきたいと考えています。

なお，本報告に使用した図版等の一部については，

徳島県の作成した資料から引用させていただいていま

す。

最後になりましたが，シカの生息調査にご協力いた

だきました，徳島県森林林業研究所の川村様，牟岐町

役場，宍喰町役場，海部森林組合，板野郡森林組合の

皆様，調査方法について指導いただいた㈱野生動物保

謹管理事務所の濱崎様にお礼申し上げます。

《引用文献〉

財団法人自然環境研究センター編(1996)野生動物調査法八

ンドブック（哺乳類・鳥類編）

口石川県県庁舎移転のお知らせ

新所在地：〒920-8580金沢市鞍月1丁目1番地,代表公076-225-1111,森林管理課庶務係丑076-225-1641,中
山間地域対策総室交流係公076-225-1662,技術管理室担当恋076-225-1617,森林管理課FAXO76-225-1645｡新
県庁舎での業務開始日：平成15年1月6日(月)，午前8時30分～・
口森林インストラクター平成14年度資格試験結果

棚全国森林レクリエーション協会が先に実施したところ，今回の応募者は1,200名，合格者は238名(うち女性
44名)だった。第12回を迎え，累計合格者は1,655名（うち女性339名）となった。なお，平成15年度は9月
中旬に一次試験を行う予定であり，実施要領は2月1日に公開される見込み。照会先：同協会，玉置好孝氏。丑
03-5840-7471｡

口全林協の新サイト

(ii)全国林業改良普及協会は,夢のある森林所有を考えるサイトhttp://www.rinka.infoを立ち上げた｡無料
のメールマガジンも月2回発行とのこと。ぜひ見学を。
□｢群馬ビジョン」が群馬県のホームページに

本誌11月号で要旨を紹介した驍馬ビジョン」がアップされた。全文を読まれたい方は次のアドレスまで。
httP://WWW・pref・gunma.jp/f/01/tsudoi/gunma_visionhtml
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研究報告第9号

2002年3月秋田県森林技術センター

口山菜の短期・大錘増殖と林地複合利用による栽

培技術の開発

須田邦裕

口冷温帯地域における広葉樹林施業技術の確立

一広葉樹人工林の成育実態と樹種特性の解明一

和田覚・澤田智志・石田秀雄

一蕊多雪地における広葉樹人工林の成育実態と

樹種特性の解明一

和田覚・澤田智志・石田秀雄

一広薬樹人工林の植栽初期における成林阻害要

因の実態一

長岐昭彦・和田覚

一獣害回避試験一

長岐昭彦・和田覚

□きのこ栽培技術の高度化と新技術の開発

山田尚

口山菜栽培の高生産技術の開発

佐藤博文・須田邦裕

ロスギ,ブナ混交林における土壌表層部の理化学

性と雨水の影響

澤田智志

ロ寒冷地におけるクロマツ生存木に対するマツノ

ザイセンチュウの生息の可能性

長岐昭彦・金澤正和

口炭素吸収源データ収集システムの開発

澤田智志

口長期育成循環施業に対応する森林管理技術の開

発

澤田智志

口多様な保続的林業経営と施業技術の体系化

和田覚・澤田智志

口山腹崩壊地等における斜面樹林化技術に関する

研究

金子智紀・田村浩喜

ロ生物多様性に配慮した合自然型工法の確立に関

する研究

田村浩喜・金子智紀

口海岸マツ林の健全化j鋤『に関する研究

金子智紀・田村浩喜

ロニュータイプきのこ資源の利用と生産技術の開

発

菅原冬樹

ロマツタケ栽培技術の開発

阿部実・菅原冬樹

ロキノコ菌床栽培技術の改良試験

山田尚・阿部実・菅原冬樹

口有用林木遺伝資源植物の組織培養技術の開発

佐々木場・佐藤博文

口有用生理活性物質の検索とその利用に関する研

究

佐藤博文

口次代検定林設定・調査事業

矢田部隆

口精英樹系統と雪害抵抗性等の交雑に関する研究

矢田部隆

ロ不稔性スギ作出に関する研究

佐々木揚

口広葉樹の多様な優良品種育成推進事業

須田邦裕

ロマツノザイセンチュウ抵抗性育種事業

須田邦裕

ロ検定用抵抗性マツ苗木の大量増殖

須田邦裕

業務年報（平成13年度）

平成14年9月秋田県森林技術センター

口多様な広葉樹林の育成・管理技術の開発

和田覚・長岐昭彦

口既存樹種を活かした混交林化技術に関する研究

一鹿角地方ニセアカシア水源林の整備技術の確

立一

田村浩喜・金子智紀

口森林野生動物共存のための森林施業技術の解明

長岐昭彦

口酸性雨等森林衰退モニタリング事業

澤田智志

I

｜ 秋田県燕淋技術センター〒019-2677河辺郡河辺町戸島字井戸尻台47-2TEL.018-882-4511FAX.018-882-4443

★ここに紹介する溌料はiij版されていないものです。必要な方は発行所へおIMIい合わせくださるようお願いいたします。

口第15回森林レクリエーション地域美化活動コンクールについての問合せ先

森林レクリエーション地域において，積極的に美化活動を行っている学校または地域グループ，職場グループ
などのボランティア団体等を表彰。2月末日推薦締切◎詳細は主催者まで(レク協:吉田氏査03-5840-7471)。
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リレー

Iノレー

リレー連載レツドリストの生き物たち

1連載を始めるにあたって

《新連載》

かなざし

金指あや子
(独)森林総合研究所森林遺伝領域チーム長
〒305-8687つくば市松の里1"029-873-3211,FAXO29-874-3720

元に戻'そう とすると

数 |-万錦もかかるだろうと考えられる

現在進行中の過程の一つは､

鬮然の生息地の破壊による遺伝的な多様性，

極の多様跣の損失である。
この愚かしさを我々の子孫は

許してくれそうにない。
***E､0.WilSon(1984)***

レツドデータリストと生物多様性保全のうごき

「絶滅した生物｣と聞いて，だれもが思い浮かべるの
准写

は恐竜かもしれません。確かに「恐竜絶滅」の謎は，

壮大な自然のロマンをも感じさせる生命の歴史の一大
きく'

事件でした。しかし，今の時代に「絶滅危倶」と聞い

て頭に浮かぶ生き物たちを思うとき，もはや｢ロマン」

では片付けられない深刻な問題と私たち人間の責任を

考えないわけにはいきません。

有史以前から，人間は自然を改変し続けてきました。

その結果多くの生物が絶滅したり，人間とのかかわり

の中で逆に繁栄するなど，さまざまな影響が生物界に

もたらされています。このような人間の自然に対する

改変は，近年には地球的規模で進められています。そ

の象徴は,特に1980年代に進んだアマゾンなどにおけ

る急激な熱帯雨林の伐採です。これによってもたらさ
みぞ

れた生物の大鍾絶滅は，地球上の生物にとっては未曾
うさんじ

有の大惨事ともいえるものでした。

このような状況の中で，国際自然保護連合(IUCN)

はレッドデータブックを発表し，地球上の生物種の危

機的状況を世界中にアピールしました｡｢レッドデータ

リスト」という言葉が，今では説明の必要もないほど

一般にもおなじみの言葉になっているのも，それだけ

地球上で多くの生き物たちが，絶滅の危機にあること

が広く認識されているからでしょう。この危機感は，

生物多様性条約の採択など，その後の一連の国際的な

自然保護への取り組みを進める原動力ともなっていま

す。

u本でも国の責任で生物の多様性を守るため，1995

年，生物多様性国家戦略を策定しています。その一環

として，現在，日本のレッドデータリストは環境省に

⑩一林業技術No.7302003.1

よって取りまとめられ公表されています（詳細は環境

省やIUCN日本委員会などのホームページで見るこ

とができます)。このリストは,表①に示した絶滅の危

険性の程度に応じた分類基準に従ってリストアップさ

れています。

このようなレッドデータブックは，最近では地方自
へん誉ん

治体などがそれぞれの地域において独自に編纂する事

例も増え，地域の貴重な動植物を守るための取り組み

は全国的に広がっています。

日本における野生動植物の現状

日本に生息・生育する動植物は9万種以上といわれ，

面積の割に種数が多く，固有種（日本にだけ固有に生

息・生育する種）の割合も高い特徴があります。それ

は，多くの生物の生息・生育地となる森林の面積割合

が大きいことに加え，日本が南北に長く連なる多くの

島で構成される島国で，標高差の大きな複雑な地形で

あるため種分化が起こりやすく，さらに，ヨーロッパ

などと比べて氷河期の影響が厳しくなかったため遺存

種が多いことなどによる，といわれています。

このように多様性に富んだ豊かな生物相を持つ日本

においても，生物多様性保全の緊急性は決して他国の

問題ではありません｡2001年7月までにまとめられた

環境省のレッドデータリストによれば，絶滅危倶種は
せんたい

動物で669種，地衣・鮮苔類なども含めた植物等で

1,994種にのぼります。種の総数に対する絶滅危倶種

の割合を分類群ごとに見てみると，魚類と貝類でそれ
ほ

ぞれ約25％，また,I哺乳類や維管束植物もそれぞれ約

24％となっています。つまりこれらの分類群では，お

よそ4種に1種が絶滅の危機にさらされています（表

②)〃。

1989年に植物のレッドデータブックが初めて作成

された段階では，日本に生息する維管束植物のおよそ

6種に1種が絶滅危倶種と発表され，当時，大きな衝

撃を社会に与えたものです”。しかし，それから8年

後の1997年,維管束植物についてのレッドリストが改

訂され，上述の「4種に1種」という結果が示されま

した。前回の取りまとめ時と比べて基準の改変など多



▼表①国際自然保護連合(IUCN)が定めた分類基準(1994年） ▼表②絶滅のおそれのある野生生物の種類＊

区分 墓本概念 総種数
(評価虹隙獅）絶滅絶滅危慣種
(a)(b)

●絶滅 すでに絶滅したと考えられる種 分類群 (b/a)
％●野生絶滅飼育･栽培下であるいは過去の分布域外に,個体(個体群）

が帰化して生息している状態のみ生存している種哺乳類

動●絶滅の危機に現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場鳥類
瀕している種合，野生で存続が困難なもの爬虫類

・絶滅危槙ごく近い将来における野生での絶斌の危険性が極めて高 両生類

(1)A類いもの 汽水・淡水魚類
昆虫類

・絶滅危倶(I)A類ほどではないが，近い将来における野生での絶滅物陸．淡水産貝類
(1)B類の危険性が高いもの

クモ類・甲殻類等
・絶滅危倶絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらしだ

動物小計
（||)類圧迫要因が引き続いて作用する場合，近い将来「絶滅危

倶(|)類』のランクに移行することが確実と考えられるも
の 維管束植物

植癬苔類
●準絶滅危倶存続基盤が脆弱な種現時点での絶滅危険度は小さいが，

物藻類
生息条件の変化によっては「絶滅危倶」として上位ラン

等地衣類
クに移行する要素を有するもの

菌類
●情報不足評価するだけの情報が不足している種
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画絶滅危幌旧類(EN）
口絶滅危慎､顕(vU） さらに近年では，水辺や里地・里山において古くか

ら人間の働きかけとともに育まれた多様な生物相が，

人間の生活様式の変化による生育環境の劣化・縮小に

伴って失われていくケースも目立っています。

このような状況は植物だけでなく，動物や昆虫類，

さらには魚類など，さまざまな生き物たちにも同様に，

深刻な影響を与えていることはいうまでもありません。

人間によって失われつつある生物の多様性を回復する

ことは，人間の責務です。

レッドリストの生き物たち
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▲図絶滅危倶種（木本植物）の主な減少要因

少の違いはあるものの，状況は改善するどころかさら

に深刻であることが明らかになっています。

減少要因と人間の壹任

図は,2000年環境省レッドデータリスト（植物I)

のの中で絶滅危倶種に掲載された273種の木本植物

について，その減少要因を示したものです。国土地理

院の1/25,000地形図を1メッシュとして,減少要因と

して挙げられたメッシュの数を集約したものです。こ

れを見ると，これらの木本植物が絶滅危倶に追い込ま

れるようになった最大の原因は，土地の造成・道路工

事．河川や湿地等の開発などの「各種の開発」で，そ

れに続いて「森林の伐採」が挙げられます。あたりま

えともいえますが，日本でも開発や森林伐採による生

息．生育地の直接の消失や破壊が生物種の生存に深刻

な影響を与えていることが，図からも明らかに示され

ています。また，山野草の販売に象徴されるような｢無

分別な採取」も見逃すことのできない重要な要因です。

木本植物では，このような原因による減少はツツジ類

に集中しているのが特徴的です。

この連載は，日本において不幸にもレッドリストに

挙げられた生き物たちを紹介し，その現状を理解して

いただくことを目的に企画されました。読者層が森

林・林業にかかわる方々であることを特に考慮し，何

らかの形で「森林」がその生存にかかわる生き物たち

を中心に，それぞれを専門に研究し，何よりも彼らを

愛している方々が分担して執筆（リレー連戦）します。

森林の管理にかかわわる読者にとっては，直接関連す

る生き物が登場するかもしれません。絶滅の危機にあ

る彼らの現状に，ぜひ関心を持っていただきたいと思

います。なぜそれが絶滅の危険にさらされるようにな

ったのか，その原因とその生態を知っているかどうか

は，直接に間接にそれらを守るための第一歩となるか

らです。では，次号からどうぞお楽しみに。

《参考文献〉
ノノ環境省自然環境局（2002）いのちは創れない一新・生物多
様性国家戦略-,25pp
2ノ岩槻邦男（1992）滅び行く日本の植物50種（編著)，206
pp,築地書館，東京
3ノ環境庁自然保護局野生生物課（2000）改訂・日本の絶滅の
おそれのある野生生物8植物’（維管束植物),484pp
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《新連載》
奇数月号

連載随筆

シアZ,〃 No．1

台湾出身フオレスター徐得祥さん

勝久彦次郎
日本木材総合情報センターシアトル事務所長

ワシントン州北西部のオリンピ

ック半島は，緑滴る温帯降雨林を

有するオリンピック国立公園で有

名であり，世界遺産にも指定され

ている。また，国立公園を国有林，

州有林，私有林が取り囲んでおり，

有数の林業地帯でもある。この半

島の北西部にフォークスという観

光と林業に依存する人口約4,500

人の小さな町があるが，筆者が日

本からの林業視察団と一緒に訪れ
りやう場よう

るたびに，流暢な日本語で｢やあ

やあ，ようこそいらっしやいまし

た」と人懐っこい笑顔で温かく迎

えてくれる人がいる。徐得祥(Ri-

chardHsu,以下シューさん）で

ある。

＊＊＊

シューさんは1930年12月，日

本統治下の台湾苗栗市で生まれた。

小学校での授業がすべて日本語に

よるものであったとはいえ，シュ

ーさんが何十年経った今でも達者

な日本語を話すのは驚嘆に値する。

すでに太平洋戦争に突入していた

1943年,当時小学校5年生だった

シューさんは，担任の先生から日

本へ行ってお国のために尽くして

みないかと勧められる。学校当局

⑳－林業技術No.7302003.1

は各学級の成績催秀者上位6人を

機械的に選抜し，両親を説得し，

強制ではないが生徒が断りきれな

い状況を作ったようである。

同年6月，シューさんは数多く

の台湾小中学生と一緒に来日する。

広島市近郊の軍需工場で数カ月訓

練を受けた後，神奈川県大和村に

完成した飛行機（雷電）部品製造

工場で旋盤工として陥置される。

この工場も米軍の空爆の対象にな

ったが，主たる生産施設は地下に

あったため大きな被害にはならな

かった。付近が爆撃されても若年

台湾労働者が寝泊りしていた寮は

全く標的にならなかったのは，米
ちようほう

爺が諜報活動によってこのこと

を探知していたためかもしれない。

シューさんは東京や樅須賀方面

の空が赤々としていた様子，爆撃

機の数を数えて500までいったこ

と，対空射撃が花火のようであっ

たことなどを今でも鮮明に覚えて

いるという｡1945年8月の終戦後

は混乱した東京・横浜近辺をブラ

ブラ（本人いわく）していたが，

46年2月に台湾に戻った。シュー

さんは自分と同じような境遇の者

が何人くらいいたのか知る由もな

かつたが，戦後何年も経ってから，

約8,000人の台湾学生が日本に送

られたことを知った。1993年に大

和市で50周年の集まりがあり，

3,000人が集まったそうである。

シューさんは半強制的な労働に対

する恨みは抱いておらず，当時の

戦時情勢からして仕方なかった，

人生の貴重な経験をしたと語る。

＊＊＊

台湾に戻ったシューさんは，し

ばらく運送業をしていた父親の手

伝いをするが，向学心を抑えるこ

とはできず,1947年に建台中学に

入学する。52年に卒業すると，大

学進学を決意，医学か工学を周り

から勧められるが，その分野は競

争率が高く，とりあえず農学部に

進むこととする。この時点ではシ

ューさんは特に情熱あるいは使命

感を持って林学の道を選んだわけ

ではない。中興大学農学院森林系

を1956年に卒業すると,免除にな

っていた兵役を2年間務め，58年

に台湾省立大雪山林業公司に就職

し，同年結婚する。この公社は台

湾の林業機械化を推進するために

特設されたもので，チェーンソー

の使用はここが初めてである。シ

ューさんは林分調査，検尺等の下

積みの仕事に従事するが，その能

力を認められ，じきに伐木集運材

および林業土木全般の現場監督を

任される。

林業公司での現場監督の仕事に

不満があるわけではなかったが，

さらなる自己啓発の必要性を感じ

始めていたシューさんは，米国大

学での学位取得を考える。相談を

受けた奥さんは，子ども二人（当
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▲1943年,来日直後

のシューさん，12

歳 ▲1960年代前半，台湾ヒノキ伐採現場で。
良質大径材は日本へ輸出された

▲左がシューさん，中央が筆者。バックは景観に配
慮して伐区を設定し，ヘリ集材を実施した箇所

時4歳と5歳）は自分が何とか面

倒を見るから心配いらない，頑張

りなさいと快く送り出してくれる。

1965年に単身渡米し，ワシント

ン大学林学部で語学のハンデも克

服しな力ざら勉学に励み，2年間で

修士課程（森林土木）を優秀な成

績で終了する。35歳というやや高

齢な生徒であったが，勉強熱心さ

ではだれにも負けていなかった。

この間，台湾には一度も帰ってい

ない｡67年6月にワシントン州有

林を管理する天然資源局(DNR)

に就職し，フオークスにあるオリ

ンピック地域事務所に勤務を始め

る。就職の決まったシューさんは

早速故郷の家族を呼び寄せ，2年

ぶりに家族そろっての生活に戻る。

＊＊＊

DNRでの仕事は林道の維持改

修や橋梁建設等の林業土木であつ
ばってき

たが,1988年には次長に抜擢され

る。約15万haに及ぶ州有林の管

理経営全般の責任者となると同時

に，マダラフクロウ問題の嵐に巻

き込まれ，地域社会，環境団体，

政治家,木材業界,DNR本部との

対応に追われる日々が始まる。ど

しんし

んな人にも胸襟を開いて真筆に対

話する人柄のため，シューさんが

行くところ問題が悪化することは

なかったという。

シューさんは地域社会への貢献

度でも右に出る者はいない。市の

カウンシルメンバー（日本の市会

議員に相当，ただし無給）として

選出され,14年間にわたり都市計

画，交通等の地方自治体問題に取

り組んでいる。シューさんを市長

にと押す声が強いが，奥さんから

自分の時間が全くなくなってしま

うとたしなめられている。昨年は，

市内の目抜き通りに面した奥さん

が商店を経営していたビルを，州

立ペニンシュラカレッジの分室を
しようへい

フォークスに招聰するため，市価

の1/4で売却している。

＊＊＊

シューさんは1998年にDNR

を退職したが，忙しさがやむこと

はない。さまざまな委員会のメン

バーになっており引き続き多方面

で活躍しているが，特に，マダラ

フクロウ問題をきっかけとして環

境保護と森林施業の接点を見出す

べく設置されたオリンピック天然

資源センター(ONRC)の顧問と

して森林林業分野にかかわってい

る。シューさんの尽力により，母

校である中興大学とワシントン大

学が交換プログラムを締結し，

2003年秋にはONRCに中興大学

の学生が実習に来ることになった。

教室での理論の識義も悪くはない

が，林業の現場が最良の学びの場

とシューさんは強調する。将来は

日本，中国の学生や研究者にも来

てもらって共同学習および研究の

国際交流に広げたいと夢を語る。

林業依存型の地域社会の発展のた

めに情熱を燃やすシューさんには

敬服するしだいである。フォーク

スに来る機会があればぜひシュー

さんを訪ねていただきたい。

＜筆者略歴＞『~……一……………………一…~.｜
かつひさひこじろう

｜昭和51年東京大学腱学部林学科卒｡I
|同年林野庁入庁，札I幌営林局配腿（造｜
|林課，抑当区主柾，計画課地域施業係I

|長)。昭和55年ジャワ山岳林集材技術I
|プロジェクト勤務,57年林野庁林産課｜
|貿易班係長',60年FAO勤務',63年熊本｜

|営林局中津営林署長,平成2年林野庁1
1林政課総務班課長袖佐,同年12月林野i

I庁を退職。平成3年西IIIIインターナ：
Iショナルスクール校長，9年H本木材i
I総合情報センターシアl､ル事獅所長，！
i現在に至る。
L‐‐‐‐‐‐‐．.‐‐‐‐‐．‐‐‐．‐．．‐‐．‐－－－－－－‐‐‐‐．．‐‐‐‐‐‐‐‐－－－；
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ム●コラ ● ことと見なそうという制度間の取
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り決めである｡承認や相互承認(承■

認を双方向で認めること）は，ロ

ーカルな認証製品を広く流通させ
るために不可欠な仕組みであると

いわれている。

そして翌2000年には地域を超

えてアメリカとカナダがPEFC傘

下に入り，この結果，世界の森林
認証制度は森林管理協議会(FSC)
とPEFCグループの2大勢力に再

白石則彦の5時からｾﾐﾅー ⑪

世界の森林認証制度
‐

編されようとしている。

PEFCに加わった欧米各国の森

林認証制度の間には，確かに共通

点が多く見られる。最も特徴的な

のは，いずれもシステム整備重視
の「ISO型」であるという点であ
る。例えばカナダの森林認証制度

はカナダ標準化協会というISOの

カナダ国内機関の中に組み込まれ

ていることが示すとおり，典型的
なISO型である。またこれらの森

林認証制度は，各国の森林．林業
に関する制度や法律の下で最も効

率よく機能するよう作られている

といわれている。欧米各国は

UNCEDを契機に環境保全や生物

多様性に配慮した制度や法律を整

備しており，認証制度は国が作っ
たそうした制度や法律と一体とな

って森林施業に反映されていると

においてヘルシンキ・プロセスが

批准されると，欧州諸国の中でも
産業に占める林業・林産業のウエ

イトの高いフィンランドは，プロ
セスに添った形で国内林業のため

の新たな環境プログラムを作成し
た。これにより同国は,森林の経済

的利用と保護，生物多様性の維持

を目指した新たな戦略を打ち出し､
併せて独自の森林認証制度の開発

に着手した。
’999年には汎ヨーロッパ森林認

証制度(PEFC)が発足し，フィン
ランドの認証制度(FFCS)を含む

欧州各国の認証制度が順次PEFC
により承認された｡承認とは,FFCS

がPEFCの求める要件をすべて満
たしている場合,FFCSの認証を取

得すればPEFCの認証も取得した

’980年代の後半以降,熱帯林の

減少や砂漠の拡大，酸性雨被害，
そして温暖化など環境問題は地球

規模へと拡大し，深刻さを増して

いった。これに対し，国際熱帯木
材機関(ITTO)は世界初の「基準

と指標」を開発し「西暦2000年目
標」を掲げ，国際市場に出荷され
る熱帯産木材は西暦2000年まで

にすべて持続的経営から生産され
たものにすることを目指した。

'992年には国連環境開発会議

(UNCED)がリオで開催され，持続

可能な森林経営の理念を誼(うた）
った森林原則声明が採択され，や
がてモントリオール・プロセスな

ど地域のイニシアティブへと結び

ついていった。
’993年，森林保護欧州閣僚会議

’ 常の形をとっているが，各章ごと

に，例えば，【Q】測樹学の本質は
何か，【Q】なぜ樹幹モデルが問題

とされるのか，【Q】標本調査とは

何か，【Q】なぜ成長量を問題にす
るのか，などのポイントを突いた

問いかけが解答【A】とともに次々

と出てくる。読者は，このQ&Aの

部で，まず測樹学の構成や基本事

項を頭に入れ，続いて問題の部で

Q&Aの構成に対応する形で問題

群に取り組み，最後に，問題と解

答の部で詳細な解答と出合うこと

になる。また，巻末の表は，材積

測定の概要，林分統計量・各種指

標wA型データとB型データの三

つを柱に編成されており，問題の

解答作業，測樹学の実習や測樹の

実務の観点から大変有用な情報と

＃
島田浩三久著

測樹学問題集
発行所：㈱地球社
〒107-0052東京都港区赤坂4-3-5
a03(3585)0087FAXO3(3589)2902

2002年10月発行B5判,170頁
定価（1.429円十税）

と｣であり，その具体的表現が,①

納得するために問題をつくり，②

自分の手でそれを解いてみる，③

しかる後に学生にわかりやすく教

える，という形になったと評者は

理解している。

本書は,Q&A,問題(37題),"

題と解答の3部および巻末の附表

から成っている。本書はいろいろ

な意味でユニークであるが，その

一つが第I部のQ&A方式のスタ

イルである。その構成は，序論第

I章：単木材積測定法，第2章：

林分材積測定法，第3章：成長量

査定法，第4章：林木成長論と通

著者の島田浩三久氏は，現在，

三重大学生物資源学部のフィール

ドサイエンスセンター附帯施設演

習林に所属し，長年にわたって測

樹の教育に携わってきた。この本

は，昨年3月の退官を機に，これ

までの経験を一つの形にして世に

残したいとの観点から，氏の情熱

と精根を傾けてつくられたもので

ある。題名は「測樹学問題集」で

あるが，その内容を見ると，問題

集の枠を超えた実学たる測樹学に

ふさわしい教科書となっている。

教育者としての著者のモットーは，

「自分で納得したことを教えるこ

測樹学問題築

皿1曲箭二久

咄
弼
岨
叩
肥
叩
噌
旧
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
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考えられる。

つまり，きわめて単純に図式化
すれば，欧米各国の森林認証制度
は森林管理に関して国の定める制

度や法律を守ることを前提として，
その上に自分で目標を決めて継続

的に改善するプログラムを実践し
ていく仕組みであるといえる。

これに対し，国際的な環境団体

の幾つか（その多くはFSCの会員
である）はPEFCグループの認証

制度を，森林の管理水準を改善す
る保証がないとか，環境や社会の

側面が弱い，あるいは自国のこと
しか考えていないなどと批判して

いる。一方PEFCグループ(多くは
業界関係者である）はFSCの認証

制度に対し，認証コストが掛かり
すぎるとか，認証制度における三

つの権限（基準の策定，認証機関
の認定，紛争の調停）の独立性が
確保されていない，あるいはすべ

ての森林のことを考えていないな
どと反論している。

両陣営の対立は覇権争いという

政治的色彩も加わって，当面収ま
る気配はない。

白石則彦（しらいしのりひこ）／
東京大学大学院農学生命科学研究科

助教授

なっている。

さらに，本書には，測樹学の要
点を楽しくかつ速やかに学ぶため

の神経の行き届いたさまざまな工

夫が凝らされている。例えば，学

問や測樹学・統計学の勉強をする

際の諸先輩の教訓や体験話，簡単

な解説などが要所要所に挿入され

ていることもその一つである。実

際；著者は，東京大学農学部林学
科を’965（昭和40）年に卒業後，

国有林（旧札幌営林局苫小牧事業

区）での施業計画編成業務に携わ
った経験を有しており，その折り
の測樹の実務体験が本書のような

学ぶ側の立場に立った，画期的な

実務向きの本を誕生させた遠因で

あろう。

評者は，本書が，各大学や各林

業関係機関での教育，現場での測

樹学や統計学の研修に大きな力を

発揮することを確信しており，衷

心から一読ならびに利用をお薦め

するしだいである。

(東京大学大学院農学生命科学研究科
教授／箕輪光博）

●コラム●

林政拾遣抄
b一二一一一

平成14年I0月，福井市一乗谷

にある戦国大名朝倉氏の遺跡を訪

れた｡この地は’5世紀の終わりか

ら天正元年（'573）に織田信長に

滅ぼされるまでの約IO0年間，朝

倉氏が居城を構えていた所で，昭

和42年から発掘が進められ同46

年には国の特別史跡に指定された。

その面積は一乗谷川に沿った細長

い帯状の平地で，両側の山地を含

め278haにすぎない(写真①)。こ

の狭い谷間に武士，農民，商人な

ど約1万人が住んでいたと推定さ

れている。その人々が使った水の

一つで，現存しているのが瓜割清

水（冷たくて長く浸けておくと瓜

も割れるの意という）である。現

在の水面の広さは約80m2だが昔

はもっと広かったらしい（写真

②)。夏は冷たいが冬は暖かく，ど

んな干ばつのときでも枯れない湧

き水で，付近の住民は今も使って

いる。ここの位置は武家屋敷の一

画にあり，朝倉氏の｢御膳水」（ご

ぜんすい）ともいわれている。か

達
つては武士たちに利用されていた

のであろう。

飲用には湧き水のほか，山峡の

谷水も使われていたようである。

しかし主に利用されていたのは町

中の井戸水だったと推定されてい

る。現在すでに’60基以上の井戸

跡が発掘されている。平地の中央

を流れる一乗谷川の水量は豊富で，

日野川に注ぐ安波賀津には船荷を

揚げ下ろし，木材を運んだ筏が解

体された場所と思われる広い河原

もある。

水は周囲の山から流れ出る。水

源林としてどんな管理が行われて

いたかを示す資料は発見できなか

ったが，山々の要所には砦や城が
あり，その山も自然林のままに保

たれていたとの青木豊昭さん（一

乗谷朝倉氏遺跡資料館長）の説明
で水の豊富な理由も納得した。防

衛を目的とする要塞林としての伐

採禁止措置が，結果として水源林

としての機能を果たすことに

なったと考えられるからである。

復元された武家屋敷が続く

城下町について，多くの興味

ある史実を教えていただいた

遺跡資料館の皆さんに厚くお

礼申し上げる。（筒井辿夫）

ぐ写真①(福井県立一乗谷朝倉氏
遺跡資料館提供）

▲写真②
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『木材を活用した学校
施設に関する講習会』
に参加しませんか

１
１

I本誌は小学生の教科書の-般的
｜な判型と同じB5です。子どもが
後方に転倒したときの衝撃を和ら
げる働きも持っていると聞くラン

ドセルにスッボリと収まります。

｜謹諄騨蛎獣騨
｜辮謝こ露誤M鱒
！さて本題です。本来は学校関係
｛者向けですが表記講習会が最寄り

1で開催される折りには，林業・木
材産業関係の皆さんにもぜひ参加

．’

されることをお勧めしたいのです。

主催は文部科学省，後援は林野

庁です｡年度に3箇所,開催地が分
散するように計画・実施されてい

る講習会です｡通常,期間は二日間

で,一日目の午後に講習会,二日目

の午前中に木造校舎の見学会，と
いう段取りです。

講習会では文科省の担当者が木
造校舎はもちろんのこと，木質資
材の学校施設利用に関するさまざ

まな施策を解説してくれます。林
野庁担当者も木材の利用に関する

サポートや建築基準など，実務的

な面もお話しくださいます。さら

に開催県担当者による地元材利用

の取り組みや，木造校舎に造詣の

深い方，あるいは翌日の見学校を

手がけた設計者を招いての講演で

は，準備・施工・メンテナンスと

いった実際的な話，感動さえ覚え
るほどの話もうかがえます。

二日目の見学会は，さすがに文

科省担当者が強調されるように

｢単に建物だけを見るのではなく，
子どもたちが勉強し，遊び，生活

二,､

一

羅秬壷壹
霊星 最近のわが国の木材の需給構造わ 木|国

I画一百 砿
一

や輸入丸太だけでなく，輸入製材主な用途別に集計しているもので，
品やチップ等を丸太材積に換算し，わが国の木材需給の構造や推移を

（単位：千m3丸太換算） ぐ
図

林野庁が毎年公表している木材
需給表は，国内で生産された丸太

’
！

蕊需要量920937（100％）
木
材
の
需
要
構
造
（
平
成
佃
年
）

Ⅱ用材合計91.242

新炭材．しいたけ原木1.695

’(国産材・外材別） 国産材17,688
…？'･弓..:■..･.’

外材75,249

（14％）
一一十一一

合板用13,074

凧羅

匡匪
国産材182

勾一その他

i-柵ｼ‘
M｣~-釧晶
国溌制300

｜卿繍）■

「

4.509

‘＋
r－ティクルボード．その他用？_”信

｜
’

(用途別） 紙・板紙用36,410

ｒ
Ｌ
■
１
日
■
Ｐ
‐
Ｌ
閥
Ｉ

土地砿設用1，5 lその他1,088
家具・建具用882

9 縦雄板 ノ

木箱・梱包用4‘350

林野庁『木材禰給変｣，腱林水産省r木材需給報告趣，経済産業省『窯業･建材統計年報｣，経済産業省r紙･パルプ統
計年報」

l)製材"加材の用途別需要鮒は，「木材需給報告醤」の用途別出荷斌等から推計した。
2）パルプ･チップ用用材の用途別滞要賦は，パルプ用用材の需要量にr紙･パルプ鍼|･年維」のパルプの寸挫製品別
生産猷の削合を乗じて，また，チップ用用材の瀞要斌に．「窯業･建材統誉i年報」の繊維板およびパーティクルボ
ードの木材チップ消盤数賦と､rgf･パルプ統計年綴」のパルプ材のチップ消費数斌の削合を乗じて推削･した。

3）内択の計と総計が一致しないのは側捨五入によるものである。

資料

注

．■■■
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製材用371084(40%）

■■4巳■･■･ロロロリロ■･P･■ﾛ･■･ロﾛ9拍、
■も■■■■。■■■■■■■■■

蕊箇鋤
溌11,766
'”･;少｡､世｡.・・・0･qqFﾛ，.Q・

郡史睡鞍;蜂…

＃
外材25,318

丸太10,978 製品14,340

パルプ・チップ用38,706（42％）
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材

外材34,197

丸
太 製品33,763

建築用29,245

患国産材識
甑:9,915

外材19,330



●コラム●<新潟県五泉市立橋田小学校(隣りのクラス
‘の間庭ば教赫室があるだけで開放的）

橋田刎 ラスと

Z匿躍轤蕊龍
上■一

している姿があってこその見学

会」です。百聞は一見に如かずで
す。子どもたちが木造校舎とどう

かかわり親しんでいるのかを実見

するいい機会です。

これから建て替えが集中してく

るといわれる学校。なぜ木造化が

押し進められているのか，使用す

る材の伐採時期や乾燥の問題など

も含め，教育，林業・木材産業の
人間がいっしょになって問い直し，

見つめ直し，技術的なヒントも得
られるであろう大変いい機会だと

思うのです。

子どもたちにとって，そして大

人にとっても木造校舎は,｢利用ま

でを含めた森林環境教育」の生き

た教材として，実際の林分と対に

なって，それこそ一翼を担うべき
ものだろうと思えるのです｡「この

柱はね……｣。
（普及部編集室／吉田功）

’2月に雪が積もった。雪国と比べれば大した量【
ではないのだが，東京でも3～4cmの積雪とな

り，鉄道など交通機関が乱れ，雪に足元を取られ

ケガ人も出た。北国で勤務していたこともあり，

雪には慣れているんだというふりをしてコートにj
手を突っ込みながら何とか滑らずに歩いた。歩き

ながら，北国に勤めていたころ，雪のシーズンを
ゆううつ

迎え少し憂諺となっていたときに先輩が,｢降った

雪はいずれ消えて春になる」という話をしてくれ

て‘その話を聞いたときは，なぜか少し感動した

ことを思い出した。

東京では，雪がめったに降らないし積もりもし

ない。また，通勤は地下鉄を利用しており，地下

鉄の出入口から職場までを歩くだけの生活という

こともあって，季節の移り変わりを感じる機会が

少ない。この季節の変化を教えてくれる数少ない

ものの一つに，地下鉄の出入口から職場までの歩

道沿いに植えられているトチノキがある。トチノ

キに若葉が茂り，花が咲き，実がなって，そして1

葉が落ちて季節を感じている。

ものの本によれば，このトチノキは明治45

(1912)年に植栽されたもので，総本数が78本,|

樹高が12m,直径が50cmに達し，東京に現存す

る最も古い街路樹の一つということである。由緒

があるトチノキだからという訳ではないが，以前

から育ててみたいと思い，実を手に入れようとし

ているのだが，良い実を手に入れることができな

いでいる。結構実がついているように見える年も，

道路掃除時に拾い集められてしまうのか,動物(ま

さかリス？）に食べられてしまうのか理由はわか

らないが，なかなか実を拾うチャンスに恵まれな
ま

い。一昨年は｜個手に入れることができ，蒔いて

みたのだが，未熟な実であったのか芽が出ずじま

いであった。今年こそは，ぜひ実を手に入れて，

ベランダのプランターで育ててみたいと思ってい

る。

「ベランダ」

（この欄は編集委員が担当しています）
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″
〃
〃
し
私
版
》
俳
隙
脾

~一一画売星

みるうえで参考となる資料である。

これによると,平成'3年の木材
需給量は,92,937千m3であり，薪

炭材，しいたけ原木の1,695千m3
を除く98％が用材である｡用材の
内訳をみると，柱や家具等に利用
される製材用材が40％,紙等に利
用されるパルプ・チップ用材が42
％，合板用材が'4％，杭丸太，足
場丸太等に加工されるその他用材
が3％となっている。

木材需給量のうち，国産材は

'7,688千m3であり，自給率は
'9．0％となっている。国産材は，
その56％が住宅等の建築用に向

けられており，国産材の供給量は，
新設住宅着工戸数の推移，住宅建
築構法の変化等に大きく左右され
ることになる。

なお，平成元年からの木材需給
量は，平成I0年を除きほぼ’億
m3を維持してきたが，平成13年
の木材需給量は最低となった。林
野庁が先日発表した｢平成'4年木
材（用材）需給見通しの見直し」
によると，木材需給量（用材）は
さらに減少し,85,631千m3とな
ることが見通されており，薪炭材
やしいたけ原木を合わせても9千
万m3を下回ることが予想され,林
業，木材産業にとってさらに厳し
い状況になっている。

１
１
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近年，大気中の温室効果ガス濃度の高まりによ

る地球温暖化に警告が発せられ,「気候変動に関す

る国際連合枠組条約」（'994年)等による取り組み

が国際的協調の下で進められている。

わが国でも，議長を務めた上記条約の第3回締

結国会議(I997年,COP3)で，国際約束(京都議

定書）した二酸化炭素(CO2)の6%削減に向けた

取り組みを推進するため,「地球温暖化対策推進大

綱」（平成14年3月，地球温暖化対策推進本部(本

部長･総理大臣)）が定め

られた°大綱では,CO2の

6％削減約束のうち,3．9

％を森林の吸収量により

確保することが目標とさ

れるとともに，2003年か

ら2012年までのI0年間

の高まりによ森林が有する成長力を確保していくことが必要と

候変動に関すなる。わが国は，第二次大戦後の50有余年の間，

よる取り組み復興および高度成長経済が続く中で，荒廃地の復

旧造林，続く改良林分の造成により世界的にも誇

約の第3回締れる’'000万haの人エ林を造成してきた｡今回の

約束(京都議’0カ年対策で期待するCO2の吸収源としての森林

削減に向けたは，この人工林が中心となっている。

化対策推進大しかしながら，森林･林業の現状は，わが国経済

ざ推進本部(本が深刻な不況に陥るとともに，木材価格の低下や

山村の過疎化・高齢化に

聯
'｜

,｜
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において，地球温暖化防

止森林吸収源'0カ年対

策（'0カ年対策）を展開 州:襄繋静’
これからは，国産材の

:れ使用，森林ボランティアへの参加，「緑の募金｣へ

の応募など身近にできることを森林・林業側から

ﾆし積極的に多くの国民に働きかけ，森林整備につい

-占て国民全体の一層の理解と支援・協力を得ること

t複が必要となっている｡特に,利用して育てるという

ﾐ然循環型社会の形成に結びつく国産材利用の促進は，

木．将来とも森林の成長力によるCO2の吸収を期待す

しらるうえで欠かせないものといえよう。

止森林吸収源10カ年対

襄州撫策（'0カ年対策）を展開

することが位置づけられ，

このほど農林水産省の地

球温暖化対策推進本部において同対策が決定され

たところである。

わが国が，これから上述の国際的公約を果たしわが国が，これから上述の国際的公約を果たし

ていくためには，全森林の7割(I,750万ha)を占

める管理を要する森林（育成単層林および育成複

層林｜，'60万haならびに保全管理を要する天然

生林590万ha)に，平成13年に策定した「森林．

林業基本計画｣に則した森林整備を実施し，これら

口森林と野生動物（森のセミナーNo.12)編著者：全国林業改良普及協会発行所：全国林業改良普及

協会(a03-3583-8461)発行:20029A4判55p本体価格:1,000円

□WoodyLife(100号記念号）編著者：山と渓谷社発行所:111と渓谷社(s03-3436-4055)発行：

2002.10A4判l93I)本体mlilZ:1.524f'j

口住む(創刊3号）編著者：泰文館編集部発行所：泰文館(a03-5225-6325)発行:2002.10A4

判176p本体illi格:1,200円

口測樹学問題集著者：脇田浩三久発行所：地球社(aO3-3585-0()87)発行:2002.10B5判170
P本体価格:1,4129門

口緑の環境設計編著者：明誠企画発行所：エヌジーテイー(aOJ12-521-3741)発行:20()2.11A

4判799p本体llllilff:43,000F]

口気まぐれ樹木散歩蒋群・発行：有岡利幸発行所；〒573-0005大阪府枚方市池之寓3-4-12a

072-847-7833発行:2002.12A5判133p本体111i格：非売品
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月1

１
ｋ 壽宅

主催団体／会場／行事内容等区分|’行亭名 期間

特定非営利活動法人シックハウスを考える会（大阪市四条畷市田原台
4-5-47a0743-79-9103)/エル大阪（大阪市中央区北浜東)/シツク

ハウス発症患者の家のリフォームを行うことによる患者の症状の改善研
究椛告やユーザーと専l'Il家によるパネルディスカッション等。

大阪 シックハウスシンポジウム

1N大阪11

1．26

月2

期間 主催団体/套場／行事内容等
酉

行 事名
一■

区分

１
１ 全国林業試験研究機IAI協,縦会（愛雌照l浮穴郡久万IIIJ瞥生28()-38愛媛

県林業技術センター|ﾉja0892-21-2266)/イイノホール(東京都千代田
区内幸町）／「地球渦l陵化防1l:に向けて－森林の働きを考える－」をテー
マとし，会員である公立試峨研究機関関連の研究成果の発表と討論。

穂の国森林祭2005実行委戯会(愛知県新城市富岡字東門沢90ホルツ三
河内容05362-‘1-5066）／ホテル日航幾橋(鎧橋市滕沢町)／第一部（8
日）国際森林環境会識20()3：坐訓諭減，パネルディスカッション等･第二
部（9口）穂の国地球琉境映剛祭2003：「地球環境映像祭｣入賞作品の中
から「森」にかかわる作品の選出と上映会。詳細はhttp://www.shinrin.
net参照。

群馬県ほか(前橋市大手町1-1-1観光物産課盃027-226-3386)/群馬
県庁県民ホール（縦庁舎1l")/鮮馬県の誇る「近代こけし」を一堂に集
めたコンクール。

森林･木質資源利用先端技術推進協識会（東京都中央区八丁堀3-5-8京
橋第2長岡ビル7階公03-3206-3046)/木材会館(江東区深川)/「ど
うとらえる1建築IM1通法｣をテーマに今後の木材関連産業はどのように展
開していくべきかについての解説・提言。

蝋京第36111林業俊術ｼﾝボジ|2'ウム

愛知|離縁緋蝋境ﾌｫーﾗﾑ28~，

群馬|戦鴎ﾘ轍脇近代こけし'2''~'‘

蕊京|繍錨鰹塑鷲寵'22］

■

<日林協催し等の募集のお知らせ〉
日林協では，林業技術の向上・普及を図るべく，毎年次の催し等を開催し，審査・表彰
等を行っています。募集が始まっているものもあり，各支部におかれましては推薦等ご準
備いただければ幸いです。照会等は，日林協普及部まで。

《林業技術賞》 (予定)］◇所属支部長推薦［締切 平成15年3月31日第49回

林業技術の向上に貢献し，林業振興に多大な業績を挙げられた方に贈られます。本賞は，
半世紀近くの歴史を重ね，林業界を代表する賞の一つとなっています。

コンテスト》◇所属支部第49回《林業技術 (予定)］長推薦［締切：平成15年4月20日

わが国林業の第一線で実行・指導に従事されている技術者の，業務推進の中で得られた
成果や体験等の発表の場として本コンテストを開催しています。

第14回《学生林業技術研究論文コンテスト》
◇大学支部長推薦［締切：平成15年3月15巴（霊定)］’

林業技術の研究推進と若い林業技術者の育成を図るため大学学部学生を対象として，森
林・林業に関する論文（政策提言も含む）を募集しています。

《日林協学術研究奨励金》助成ﾃー ﾏの募集 募集中11）（第7回

[締切：平成15年2月末日（必着)］募集要綱は，12月号19ページに掲載。

第50回《森林･林業写真コンクール》(作品募集中!l)
募集要綱は，12月号46ページに掲載｡[締切：平成15年2月末日（消印有効)]
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謹賀新年平成'5年元旦社団法人日本林業技術協会
理事長弘中義夫専務理事根橋達三常務理事鈴木宏治

理事赤井龍男秋山英甥有馬孝職池谷キワ子池山克宏磯部孝雄

太、猛彦小沢操勝研I柾川村勝郎黒木隆年木平功齋

｜坂元兵三佐々木忠彦山中潔1111.l'．義昭千葉行雄中山談治

補烏脹記真柴孝司」智剛膜太郎的場紀蕊典宮靖治南方脹

寓I崎宣光茂木ハIj森田稲子安薙寺紀幸喜夛弘中易紘一
小原忠夫

監事林久晴金谷紀行

顧問大鐵仁人三澤穀福森友久鈴木郁雄
職員一同坂i_1勝美松井光端小林富士雄小幽俊吉

日林協地方裏_務了所~開云設Tr(~1~月1日付)|

青森事務所

〒038-0011青森市篠田1-21-21TEL/FAXO177-82-2890
会員の皆様には，本年もどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

ここで，上Iごろから豊富なご経験

をもとに,IIW;i広い視野からのご意見

をいただいております本誌編集委員

の皆様をご紹介します。

（あいうえお順・敬称略）

金指あや子森林総合研究所

茂III和彦国土緑化推進機織

杉浦孝蔵東京農業大学名誉教授

平川泰彦森林総合研究所

福田健二東京大学

隙高禰男東京都

松本衡生日本製紙株式会社

松本光剛森林総合研究所

また，林野庁からは，

（敬称略）

林政部木材課佐藤雄一

森林整備部計画課松井琢郎

同治1I1課村上卓也

同曠備課高嶋伸二

同研究普及課角秀敏

国有林野部業務課川渕義昭

以上の方々に，オブザーバーとして

ご協力をいただいております｡

山梨事務所

〒400-0505山梨県南巨摩郡増穂町長沢894TEL/FAXO556-22-2890

京都事務所

〒619-0224京都府相楽郡木津町兜台2-2-1高の原アーバンC-203
TEL/FAXO774-73-2286

島根事務所

〒699-1821島根県仁多郡横田町稲原886TEL/FAXO854-52-1568

脇
長・小倉康彦氏ほか6名を訓師と

して実施。受講者9名。

12/16～20,於プラザエフ，森林

土木部門を前信州大学教授・北洋
秋司氏ほか7名を誰師として実施。
受講者40名。
◎番町クラブ12月例会

12/20,於本会，ビデオ上映およ

び会員による懇親会を行った。
◎人事異動（12月31日付）
定年退職九州事務所副所長

齋田佳昭

同（1月1日付）

東北事務所長森林整備部部長
谷藤徳術

◎研修

12/15～24,台湾林業視察団,林
務局副局長・魏立志氏，同局造林
生産組組長・陣阿興氏。
◎海外出張（派遣）

11/28～12/3，坂本国際事業部

長，加藤主事，日中民間緑化事業，
中国。

12/6～19,久納課長,中匡l北京

密雲ダム水源林管理計画調査，同
国。

◎林業技士養成スクーリング研修

12/2～6，於プラザエフ，森林
評伽部門を近維中部総合鑑定所所

林業技術第730号平成15年1月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085東京都千代田区六番町7TELO3(3261)5281(fり
振替00130-8-60448番FAXO3(3261)5393({0

【URL]http:"wwwjafta.orjpまたはhttp:"wwwjade.dti.nejp/.ijafta

（編集室スタッフ）

村岡哲而福井昭一郎

ILrlY1功花岡純子

11月号訂正:p.44図①の単位r100
円｣‐｢千門」12月号訂正:p.31著
者名（やまうちたけお）→（やまう
ちけんお),p40発行所公正旬
()3(3264)3005

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby
TECHNOLOGYASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会凹3,500円・学生会費2,500円・終身会跳(IN人)30,000円〕
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迎春 社団法人日本林業技術協会

支部支部長支部幹事 支部支部長支部幹事

都道府県支部 森林管理局・分局等支部

林野庁梶谷辰

蕃海豊森驚石島
旭川分局尚澤

北見分局守口典

帯広分局岩田茂

函館分局松井

襄林管理背中岡
青森分局森英

森林管理畜田米開隆
関

東京分局村III啓
中森林管理贄尾薗春
名古屋分局川上利

蕊鰐逮胃尾頭
森林管理胃津元頼
四

識懲；
緑資源公団目高照

紺
北
坂
菅
品
加
能

北海道

青森
岩手

宮城

秋田

山形

福島
茨城

栃木
群馬

埼玉

千葉

東京
神奈川

新潟

富山
石川

福井

山梨

長野

岐阜
静岡

愛知

三重

滋賀

京都
大阪

兵庫
奈良

和歌山

鳥取

島根
岡山

広島
山口

徳島
香川

愛媛

高知
福岡

佐賀

長崎

熊本
大分

宮崎

鹿児島
沖縄

忠義

隆敏

邦夫

貴美男

稔

勝美

悦久

郁夫

正計

忠義

長谷部由香

杉田一夫
小林静夫
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安全そば人と自然の調和を目指Ⅸ。自銑全 を目人 Jbb， 癌

皇勺逼

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに忌避効果

が柵められた初めてのli郡タイプ忌避剤です；

散布が簡単
これまでに鯛､ゾル剤で､シカ､ノウサギの棚

枠部分の皮剥ぎ泌尊に予防綱iが行えます。

長い効果
薬液は瀞il<乾燥し､I翁澗による流亡がなく、

食群を奨期にわたって防lこします。

安全性
ｲ鋤成分のジラムは､殺菌剤として“城川

きれてきた低蹴'1薬剤で普遡物です。

ｺニ ｱご水和剤
遣林木を野生動物の食害から守る

販売M大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒105-0013東京都港区浜松町1丁目10番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)849I"/大阪06(623I)2819/九州092(761)ll34/札幌0II(563)0317
カタ画ｸt′〕ご舗求は､上記1i;所へどう窓

〃

タ

グ

’

トウモロコシから生まれた繊維で作りました蛾Xfr〃助‘
TheLileSlyleComl)anY

幼齢木の枝葉。樹皮食害に

ラクトロン⑨
幼齢木ネット

軽臺で鮒･設置が難簡単

通気姓かあるの蘇γZなしI

風雪に強しI

製造元洵末難'rar合繊株式会社

鰯売元東工ｺー ｾﾝ株式会社
＊まずはお試しください。試供品配布中
詳しくは下記の東工コーセン総新素材グループへ

〒102-8362東京都千代田区四番町4-2

TELO3-3512-3932

FAXO3-3512-3952

e-mail:forest-k@tokokcsen.co.jp http://Www.tokokosen.co.jp<弓貝>群馬県六合祉ﾄﾁﾉｷ

TDI"SEN
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カールツァイスの伝統を受け継ぎよりハイレベルな

フットワークと高精度を実現1Trimble3300DR
Trimbie3303DR,Trimble3305DR,Trimble3306DR

ノンブリズム ’
ミラーを必要としないノンプリズム

機能

ノンプリズムで3ミリの高精度

ﾚー ザー ポインター

レーザーポインター標準装備

測距･測角と同軸で確実に計測ポイ

ントを確認

軽量・コンパクト

寳肉を削ぎおとし、精度を保ちなが

らの軽量化

※もともと小さいボディだからケースも

小さくなりました。ﾚベﾙのケースぐら

いの大きさ測蔚準となっています。

1900データ行の

データ記録メモリ内蔵

T｢imbIe3303DR3305DR

’

児
墨汁〃肋伽

江君

ポイント・連続モード、コスト削減の徹底追求、

面積・線長測定に特化、21世紀の先進デザイン

ベストセラーモデルPLANIX7が、ポイント・連続測定機能を得

て、さらに使い易く、高性能に進化。

拳………""旬”MAMXZOS
●PLANIX10S………¥98,000

タマや計測昌鳳テム株式会社

高精度ノンブリズム機能搭載

プリズﾑを測点に殻髄しなくても、計測

ポイン|､を直桜照射して測距できます。

危険区域や立ち入り禁止区域にあってミ

ラーが職瞳できない榊測ポイン|､には、

ノンプリズムでの測距がl髄です。

Thimble3300DRは、ノンプリズムでも

非常に高い軸度を勝ります。

2mm+2ppmプリズムモード
3mm+2ppmノンプリズムモード

レーザーポインター標準装備

1rimble3300DRは、レーザーポインター

を際準装備しています。

レーザーポインターは測角測距と同軸

なので､その蝋射ポイン1,は;剛ポイン

トと同一です｡望巡鏡を覗かなくても、

レーザーポインターで;l洲ポイントを簡

単に確認できます。

測角職度5秒､測距鞘皮2mmの
高精皮を約束する
アブソリューﾄｴﾝｺー ﾀN~搭載

このコンパクトなボディから測角澗腫5

秒､測距梢度2"n+2ppm(プﾘスﾑ'駒

をたたきだします｡測角部は､高級機に

用いられるアブソリュートエンコーダー

を採用。

一度電漁を切っても電漂を切る前の角度

を記憶しているので､ゼロセットをやり

直す必要がありません・

￥1,100,000

B~UAM/AMA/Wl/WVlノ、ノ/､〒104-0061東京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711FAX.03-3561-8719

タマヤの取扱製品についての詳細は、ホームページでもご髄いただけます。http:"www.tamaya-technics.com
sales@tamaya-technics.com



読みつがれて20年、待望の21世紀新版(3訂版)ができました／

森と木の質問箱小学生のための森林教室
平
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●林野庁監修

●編集・発行(社)日本林業技術協会

●A4変型・64ページ・4色刷

●定価［本体価格650円十税]･〒料別
（30冊以上のお申し込みは、送料は当方が負担します）

森林環境教育への取り組みにも

最適の教材本〃

子どもたちの疑問に応える形で，子どもたちの疑問に応える形で，樹木・森林についての知

識，国士の保全に果たす森林の役割，緑化運動，林業の役割・

現状，木のすまいの良さ，日本人と木の利用，生態系に果た
す森林の役割地球環境と森林，等々について，平易な文章・
イラスト・写真でやさしく面白く説き明かします。Xlf履湛へ日本艸琢鱈輯回雲

《本書の構成》

緯めぴ津箇はどんな落罰をしているの？’5世界にはどんな森林があるの？
尉采の名まえをたくさん貰えたいのですが？16X壬罧､美繋罧とはどんな森林なんだろう？

災里がい

木はどのくらい長生きして大きくなるのかな？17木とはどんな生き物なんだろう？

森が識えてくれることってなんだろう？18木から聞こえるのはなんの音？
し吟るい

森にはどんな楽しいことがあるの？19木にはどんな種類があるのかな？
みどりIさ掴

緑の羽根とはなんだろう？20．むかしから木はどんなものに使われてきたのかな？
さとや渡 ＜すり

里山とはどんなところ？21木からは薬などもつくられるの？

森にはどうしてたくさんの生き物が佳めるのだろ？22大きな木の建勒にはどんなものがあるのだろう？
森林にふった箭采はどこへいくの？23木を使った農まいはどんな径みごこち？
蕊箒撒の楪筌や秒ばくの瓢にどんなことをして24山が常れないようにどんなことをしているの？
いるのだろう？25.罧藥とはどんな任菫をしているのかな？
森林は地球の鴬胤を勝ぐためにどんば衝きをし26;"D催をしている人たちはどんな苦労があるの？

画くたん

ているのだろう？27．木炭にはどんなパワーがあるのだろう？

淵が鴬鐵こやさしい難というのはどんなこと？28縦はどのように役だっているのだろう？
＜

森林は私たちの暮らしをどのように守っているのかな？

日本にはどんな森林があるの？君たちへのﾒｯｾｰジ-21笹魚の森林のすがた
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…循環型社会の森林と林業
●編集．発行（社)日本林業技術協会●執筆者：清野嘉之，阿部和時，遠藤
日雄大住克博，柴田順一，外崎真理雄●A5判・121ページ．カラー図
版多数●定価1,000円（本体952円十税)．〒料別

森林・林業についての墓本的理解，日本林業の抱えている問題，森林

整備・木材利用と環境問題等多岐にわたってわかりやすく解説。
新たに森林整備・管理に携わる方々，森林ボランティアの方々必携本／

●ご注文はFAXまたは郵便にてお申し込みください。

FAXOB-B2S1-BO44鵬袈鱈難鴨菫魏撚堯
3261－6969

担当まで
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